


 

本報告書について 
 

 本報告書は、2016年３月12日に東京大学にて２つ科研の共催で行なわれたシンポジウム「深い学び

に向けた心理学の挑戦：21世紀に向けた学力と学習」の内容を収録しています。 

 ２つの科研とは以下のものを指します。１つ目は、科学研究費補助金 基盤研究 A 

「Understanding, measuring, and promoting crucial 21st century skills: Global communication, 

deep learning, and critical thinking competencies」（代表 Emmanuel Manalo） です。この科研は，

以下のメンバーによって行われています（所属は2016年12月現在）。 
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 ２つ目は、科学研究費補助金 基盤研究 B「失敗を教育に活かす：失敗の学習促進メカニズムの解
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 プロジェクトの詳細や最新の研究成果は，以下のホームページをご覧ください。 
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 なお、本報告書についての問い合わせは，植阪（y_uesaka@p.u-tokyo.ac.jp）までお願いします。資
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ロードしていただくか，上記の植阪までお問い合わせください。 
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シンポジウム 

「深い学びに向けた心理学の挑戦：21 世紀に向けた学力と学習」 

 

開会挨拶 市川 伸一 (東京大学） 

セッション１：  

セッション１： 司会進行 瀬尾 美紀子（日本女子大学） 

植阪 友理 五十嵐 美加・末次 伶（東京大学） 

Emmanuel Manalo（京都大学） 

小山 義徳（千葉大学） 

セッション２：司会進行 市川 伸一（東京大学） 

鈴木 雅之（昭和女子大学） 

柴 里実（東京大学） 

篠ケ谷 圭太（日本大学）・小山 義徳（千葉大学） 

閉会挨拶 Emmanuel Manalo (京都大学） 

日時 2016 年 3 月 12 日(土) 

10:00～17:40 

会場 東京大学 本郷キャンパス赤門総合研究棟 200 番教室 

 

開会挨拶 

市川 伸一（東京大学） 

 

 本シンポジウムは、この 3 4 年で た 行って

いる科学研究費プロジェクトの年 ごとのまと と

して開催しています。 たこ の ー は「学習

方 」でした。 の科学研究費プロジェクトは わ

、 の に したもの つ ます。 

 一つは、 日の の シ ンにも る「教育

における失敗の活 」です。失敗はややもすると

に られます 、 し 学習者にとって

失敗を 活かして学習 に び けるかとい

ことです。学習者だけでは ませ 。教師も失敗

をします 、教師も の失敗を やって教育

に活かすかとい ことを て、この科学研究費プ

ロジェクト いています。 

 も 一つは、 年から まった、 中の ー

にも 関 している「21 世紀 につな る

深い学び」です。21 世紀 の や学力とい

葉は、 でかな われるよ になって ました。

た も の中で特に心理学 関わるよ な ー

を っています。しかも れを教育 に び

けるよ な で研究していけれ と ています。 

 ただ、 の中で特に深い学び、 ク ーニ

ン 最 、中教 、 科 、 国の教育 で

よく われています。日本 こに行っても、

ク ーニン ー ードだと われます 、

に だけ ク にすれ いいとい ことでは

ませ 。「 ク にやってください」と子

もた に いいとい ものではなくて、 の中

で に れだけ深い学び こっているのか、

れ 目指すとこ だと います。 

 中教 での最 の の中でも、「 の高い深い学

び」とい 表現 われています。 れを わない

と、 だけ ク ーニン のよ なものをす

れ いいのだと け られてしま れ ます。
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最 に深い学びを目指している、ここにも心理学

な研究 なのではないかとい ことで、この

科学研究費プロジェクトは京都大学の Manalo 生

を研究代表者として 年 から いています。 

 この つはメンバー かな なっているとこ

も ますし、 も月に一 ジ ントして研究

を行っています。 いているたくさ のプロジェ

クトの中で、 日は に いているプロジ

ェクトの中 表のよ なものにな ます。まだ

中 です 、 さ にも いていただいて、

い い なご 見を けれ と います。 さ 、

よ しくお願いいたします。 
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セッション ：21 紀 スキ 学

進 

セッション  

植阪 友理・五十嵐 美加・末次 伶（東京大学） 

 

 表に る に、21 世紀 を ー に

た シ ンの つのプ ン ーシ ンの関 に

ついて に補 します。 

 

21 紀 スキ 進 

 年、学校で けたい学力 しています

（Slide 1）。 

 

 の学校教育は、 学問 、 れを教 て

いくの 中心だったのに して、現在は で

な力を 育てていくのかとい に、目 の

もの わ つつ ます。最 にこれ と

なく によく るよ になったのは、OECD の ー

ン ンシーとい 方 て てからではな

いかと のです 、 れを するよ な で 21

世紀 とい もかな です。 

 また、 指 の ー ードの一つ

ク ーニン 、も 一つ らく資 力

の育成だと います。資 力の育成とい のは

まさに 学問を るかとい ことを て、

い 力 に たと に で、 れを

やって学校で するかとい だと っています。 

 た は、こ い 問 に して心理学 に プ

ロー しよ と い、プロジェクトを ました。

の 21 世紀 研究では、い い な の

中でこ な だとい こと に

られているのです 、 ではポリシー（ ）

中心で や ないといった問

、国内では、これは の な です 、

授 とは に特 なことをすることだと られて

いるのではないかと っています（Slide 2）。 

 

 ただ、 た としては、日 の授 の な

まで て したいとい ことで、 ープ

ーニン 、クリ カ シン ン 、 ローバ

ニ ーシ ンとい つの ニ トをつく ま

した。 シ ン 1 は ープ ーニン の ニ

トにな ます。 

 な 深い学び かとい ことなのです 、

心理学者で 名な Richard Mayer を中心として、

メリカで行われた 21 世紀 の ーの中

で、 ープ ーニン は な（ に て

で るよ な）21 世紀 の には

で ると に、これを することによってなお

深い学び られるもので、21 世紀 の

をなす大 な 方で るとい こと たわれ

ています（Slide 3）。 

Slide 1 

Slide 2 
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 また、PISA を行っている OECD でも、特

なことをやるのではなく、日 の を す

るかとい こと されています（Slide 4）。2015

年 12 月 5 日に、田 とい 教育 上 リ ト

の方 いらっし いました。 

 

 2030 年の は VUCA society（ つかない

）で、 こに る を子 もた に けなけ

れ いけないのではないかとい て ている

のです 、 女は、 のと に学校の中で特 な授

をやるのではも 理だ と。な なら、学校

にはたくさ のリク ト に っていていっ

いいっ いだからです。 こで、 日 の学びを

深くしていくか ンシ な問 で ると

っていて、この ープ ーニン ニ ト 目指

していることと共 していると って いていまし

た。 

 

学  

 い い な深い学び かと のです 、

た これまでの研究の中で大 にしているもの

つ ます。一つは深い理解、も 一つは内容

だけではなく学び方も学習するとい ことです。学

校の 生と一 に をすると に、Slide 5 をよく

います。 

 

 「心理学において、理解の深さは、問 解ける

だけでは い、分かっている いて分かる 明

で るのは中 、分からない 分かる 明

一 深い」とい を ます。つま 、「な 」「

も も」を 分の 葉で、 な を いな ら 明

で る、これ 深い学びです。こ い ものを

ていくことで、内容を学 ことを て、

に たと に る力 いていくと るのです。 

 また、学び方についても、心理学では学習方 研

究 かな ます（Slide 6）。 

 

 方 とは方 とい です 、「 も も」や「な

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 

Slide 6 
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」を しな ら る 方 、 らのつま

を明らかに 明して て、これは分かっていな

いと くメ 方 、 の の資 （ 者や

）を活 する リ ー 活 といった学び方な

を ます。内容を教 な らこ した につい

ても学 でいただくの 大 ではないかと てい

ます。 

 このプロジェクトは 1 年目で、まだまだプロジェ

クトの研究はたくさ 進 でいるとこ なのです 、

日はこの つを 中の シ ンで 介します

（Slide 7）。 

 

 の授 の内容を 深くするのかとい こと

で、 は国 の授 の を、小山さ からは 徳の

授 の をさせていただ ます。この科研の代表者

で る Manalo 生からは、内容に て、学び方を

育てるのかとい 大学の からお しさせて

いただこ と っています。これ 中の で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教  

植阪 友理・五十嵐 美加・末次 伶（東京大学） 

 

研究  

 21 世紀 に られる 力には、 見の

力（ のよ な 見を つのか）、 見の 方

（ のよ に 見を るか） ます（Slide 1）。 

 

 、 は に子 もた を て し、

この 方を向上させることを ました。 方とも

る まくいったと っています。ただ、研究

としては、 に のよ な 見を つかとい とこ

に ますので、 日は 力の向上を中

心にお し、 方については補 にお しした

いと います。 

 最 に、 で生 る上で られる 力とい

ものを て まし （Slide 2）。 

 

 はこれは研究 にもつな る だと って

Slide 7 

Slide 1 

Slide 2 

-  5  -



 

います。 、 らかの を したと

には、 かから ます。 の をよく

いて、「いや、 」とただ するのではなく、

「なる 、一理 る」と、 の を で、

分の理 の を高 ることでで ると います。

のことによって、よ された とな ます。

なこと 、 で生 る上でも大 になってく

ると ています。 

 の研究で のは、 分かれるよ な内

容についての です。 、 る学校における

高校生の バ トの を なけれ いけない

と に、 分の 見をただ るだけでは に進

ませ 。い い な立 の の 見を 、 れら

を 合した トな 見を られ ます。

つま 、 をよく理解した上で 者の 合いを

つけていくよ な です。もっと 、

合いをつけるとい だけでなく、 者をよ 高

るよ な で ること 理 だと います。 

 した 見を 分 つだけではなく、 に分

か やすく る力も、国 教育の中の な目

にな るでし 。 れは 日 にや

としていることでし から、 に たと に

も大 な力になると っています。 

 なお、 書の国 の教科書を見ていると、小

学 5 年生から「明日をつくるわたした 」とい

年新たに って ています。この では、

行 まったと に やって解 するかと

い ことな まれています。つま 、よ い

の 方 、 に学校教育で指 されるよ

になって ています。ですから、 の授 は

して ペシ な授 ではないと ています。「明

日をつくるわたした 」は 5 年生の ですから、

小学校でも で る授 だと っています。 日

は中学校 2 年生の授 をご 介します 、中学生

のた だけの授 として しているわけでは

ませ ので、 のつも で いていただけれ と

います。 

 この授 を るに た 、ま 、子 もた の

は かを て たいと います（Slide 3）。

子 もた は 分の立 に か った を展開し

で るとい こと くの心理学 研究から

されています。これは ドバ ともいわ

れるのです。つま 、 によく を け、 見を

すると の 上 るとは っていないわけ

です。 し 、 分の に合ったものを たすら

って て、「こ だからいいのだ」と してしま

向 いのです。これらを解 するた には、

のメリ ト、 メリ トを ま る

ます。しかし、子 もた は、 やって ま

れ いいのかとい だてを らないと われま

す。また、 も も、 い ことをしなけれ い

けないとい もないのではないかと ていま

す。 

 

 なお、これまでの心理学研究に立 って ると、

した、 の 方を 合するとい は、

しも 分に研究されていませ （Slide 4）。

の研究として 名な ー メント研究の代表

で る Toulmin の は、 る を

け、 力を たせるのかとい もので、も

も れるとい こともいわれているのです

、 合とい は ま ませ 。 

Slide 3 
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 また、学校現 ではたまに 力向上の ー

ト 行われています。ただ、 ートは「 なた

はこ ら 、 なたはこ ら 」となって、 合

な を しまし とい は く て ま

せ 。本 は ートをやった に、 れを ま

て 3 の を すとい の 一 いいと ので

すけれ も、 の ート教育は なくとも、こ

らか、 らか、 らかに立 、 れ れの立

をよ ていくことを目指すとい や 方で

って、 分かった上で か新しく生 なもの

をつくる教育に ま なっていないのです。 れは

心理学でも、現在の教育でも だと っています。

また、研究は で書いた 、 にやっている

の研究 く、 なプ ン ーシ ンを

する は ま ませ 。 こで、 れも

たいと いました。 

 このよ な、 成と の を 合するとい

ことに を って て ますと、 は ないので

す 、 深い研究 ます（Slide 5）。 

 

 ここでご 介するのは、Nussbaum らの研究です。

の研究では、 成（slide5 では arguments）と

(slide5ではcounterarguments) 在する われ

ます。こ した に して 見を す に、 合

すること されているのです 、 れを す

る だてとして、slide に るよ な V の をし

た されています。この の V の上の

には、 成と の 見を書 、V の下 には、

合 な 見を下に書くとい です。 らは

授 中にこれに記 しな ら るといった研究を

行っています。ただ、この研究の問 として、授

中には のだけれ 、 生 れを 上 て

しま と ま しないとい こと られま

す。 た としては、もっと いやすい を し、

最 には 生に「この を って なさい」と

われなくても、子 も ら を って 合 な

見を せるよ になって しいと ています。

つま 、 た は、「子 も を に活

で るよ になることを目指す」ことを したい

のです。 

 また、 表についても、 を ました。V

の は、 メリ ト、メリ トを 理するのは大

いいと のです 、これだけに われる なので、

すこし い らいのではないかと ました。 こ

で代わ になるものとして、「表」を しました

（Slide 6）。 には、 成の立 のメリ ト、

メリ ト、 の立 のメリ ト メリ トを表に

理しな ら 合を目指すことを促 と たの

Slide 4 Slide 5 
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です。 するよ に の の では、「教 て

させる授 」とい をと ましたので、

授 の早い から 合 な 見を すこと 望ま

しいことや、 のよ にすれ 合に びつ やす

いのかとい よ な だても指 の中で教 ていま

す。授 については でも すこし詳しく ます

、生 とや をしな ら表にメリ ト、 メ

リ トを 理させた で、 われているのか、

い 立 に しているのかを 、理解した

上で、 にも した 分の 合 な 見 を

促すとい ことをやって ています。 

 

 さらに、こ い ものを くの子 もに に

って しいとい こと た の願いでした。こ

した目 は、 か一 の生 授 の最 に 見

するだけでは達成で ないでし 。最 にト プ

の子 も達によって、 い されるよ

な授 では、表を って ていなかった子 も

達 「表は いかもしれない」と ても、授 の

最 では 習する機 もないた 、 には 分な

を につけられ に わってしま と ら

れます。 こで、 の授 ではこ した問 を

するた に、「教 て させる授 」を した

授 を行っています。この方 は、 に た

るものを、な れ いいのかも て に る

教 、 れを させた上で、 分で って

て、ここは まくいった、ここは まくいかないと

るよ な指 にな ます。最 には わ

れなくても に する子 もになってもら

た には、 る 明 に を教 、 に活

させる も よ とい わけです。 

 

教  

 「教 て させる授 」をご ない方には、

分か にくいと いますので、ごく に、「教 て

させる授 」をご 介します（Slide 7）。 

 

 授 の としては、子 も に学 ことを

見させる 見学習と、 生から分か やすく教

てもらって学 でいく 容学習の つの れ

ます。小学校の研究授 だと 見学習 く、中高

だと 容学習 いと のです 、 らにもメ

リ ト、 メリ ト ます。心理学の世 でも

最 まで 立したものとして されていた 方

かたです。一方、「教 て させる授 」は、 者

を 合しよ とするの 基本 な で 、市川

伸一 生 している授 です（市川、2004, 

2008）。また、「教 て させる授 」は 見学習

と 学習を 合しているだけでは ませ 。メ

な 、心理学 な を れ、分か や

すく や を教 た には、 れ 本 に

ているのか するた に 分でも 明させる

（理解 ）を けます。さらに最 に 分で 分

の理解 を らせるよ な （ ）も

け、 で 4 からな ます。 

 「教 て させる授 」については、 理解

を や 学な 学習の 介される

こと いのです 、 習 とも に

Slide 6 
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いと ています。 の の 力の も、

る で の ですので、 教科に い

とこ ます。 こで、4 の を 習

に合わせてご 介したいと います（Slide 8）。 

 

 最 の は、教師からの 明です。この で

はま 、 生から を、 な を な ら

明します。 の授 で 、 合 な 見を

すた には、 のよ な るのかを明

に教 てもら です。なお、見せただけで

をつか る子はなかなかいないので、 な を

って「こ い を いいのだな」と

してもら こと ポ ントにな ます。 

 2 目は理解 です。 明だけで 本 に

ているかは しいです。い な 、「はい、 習

してごら 」と ったら、 明した は

こに行ったのだとい らいの活 こることも

し し です。ですから、 の中で 理解で

ているかを に表現させた 、 で した

します。 する の では、わ と学 だ

を ま ていない クリ プを見せ、問

を指 させています。子 もた は を

いた か でも、最 はなかなか指 で ないので

す 、だ だ こ おかしいか、つか て ます。

ここまでの をつ て、 ま る を

の中で 分に理解するのです。 

 3 目は理解深 です。よ な の中で、

を い、 を していくことを目指します。

の でい 、まさに を ま て、 分で

を して るとい ことをやって るわけで

す。 

 最 は です。 を学 でも最 から

なに まくいかないの です。ただし、最 に

は ポ ントで、 分は につま いて、 は

に を けたいのかといったことを させるわ

けです。 のことによって、たと 分に で

なったとしても、 にやって ると に をつける

ポ ントを させよ とするわけです。以上 「教

て させる授 」の基本 な 方です。 

 ここから、 行った の に ってい まし

。Slide 9 に、本 で目指す子 も と の

をまと て ました。 

 

 力に関しては、 るお を られたと に

表を って 方のメリ ト、 メリ トを 理する。

の上で な も れて、新たな 合 な

を する。もしくは れでもない 3 の を す

ことも かと います。また、 資料な も

ていましたので、 の を たかも 分

のもののよ に るのではなく、 分の 見と の

見を と して て しいと ました。

方に関しては、最 には 成資料を しな

ら 表をしてもら ことを目指します。 

 、 もプ ンのと に ーポ ントを

います。 だけで のではなく、 ードを っ

て表を指し しな ら 明すれ っと わ やす

いと います。とこ 、 くの子 もた は ー

Slide 8 
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ドを ても、 れを下に って 明します。目

を合わせませ 。これではもったいないと ってい

ます。 

 のた の だてとして、表を活 すると い

とい だてを、教 ています。 

 

：実  

 の です。中学校 2 年生 58 名で、 に

東大で しました（Slide 10）。 

 

 京 、 東 、 属からの 3 ク 成です。

基本 には のク も 力向上の授 をしてい

ます 、 し つだけ います。日 は 5 日 、

50 分授 です。 日と最 日は プ トとポ

ト トに たっているので、授 は 3 日

とお ください。 

 Slide 11 は した です。 した 見

にくいと いますので、詳しくご覧にな たい 合

には、Appendix 1 をご ください。Appendix1 にも

るよ に、 成を する 見や を する

見として のよ なもの るのかを明 してい

ます。 しも い ー か ではないので

に て しいのです 、関連する ー も せ

ました。 の授 では、 成と を する

を 分で 分で させるとこ には ま

を ませ でした。 し 、 方の 見を

った上で、 れを るよ な 合 な を

すとい ことに を ました。 として

は、高校生の バ ト 、携 、

の 、 活 の な で、「こ い

ことを学校の生 で ることにな ました

ですか」とい を ています。 

 

 力を するかについて、 た は行

ー で たいと ました。 こで 表の 子

を iPad を って記録しています（Slide 12）。 

 

 トでは、 る について ープ

メンバーの で 表してもらいます。2 3 1 で、

れ れ 問 を 10 分で して、 のメンバー

に 明してもらいます。 のと の 子を iPad で

ました。4 日目 らいになると、子 も で

をしてもらった しています。行 だけではなく、

と の ー も っています。 記

といって、 表において大 だと ことを らた

て書かせています。 されていないと、授

でこ やるのだと っても、授 の でやってくれ

ないのです。ですから、 大 だと か、

として れているのかを る トです。ま

Slide 10 
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た、問 指 といって、 の の

を見せて、 の問 を しく指 で るかとい

ことをポ ト トだけで行っています。 

 ンは、 のク でも 合 な 見

は促しています 、 しだけ介 な ます

（Slide 13）。 ト群、 ト群、 ー 群の３

つを しています。 ト群と ト群では

表の を教 しています。 ト群では理解

として、問 指 をさせています。 れ

に して、 ー 群では表の の教 はなく、「

メリ ト、メリ トをで るだけ書 すといいで

すよ」と っています。だから、表にはしないけれ

、 報は書 すことを促しています。 

 

 ト群と ト群の いは、 らも表を

教 しているのです 、 中でポ ントを教 た

に 30 らい の クリ プを見せて、「

ま いか」とい を か かです。 

 大 なのは ト群なので、 ト群において

のよ な授 をしたかを中心にご 介します（Slide 

14）。 

 

 ２日目（授 としは 日）には、「上 に 見を

す を学 」を ー に、 合 な 見を 促

すかとい ことを学習しました。教師からの 報

では、 でポ ントを明 しました。こ

れには ーカーの 問 を いました。表

を活 して 理をして、 を した は

のよ にするかとい をします。 に表に

見を て て、 成は子育てをする の

い、 は子 ものいない の いとい

ことを見せて、これを ま て 合 な 見をつく

るには したらいいかをや と しな ら さ

せます。 

 ただ に「 合しなさい」と っても、子 もに

は 理です。ですから、 合の 方を つか ー

ン して、 を ています（Slide 15）。ここで

は「 け」、「 合分け」、「 ウ ー ン」と

い つのや 方を ています。 けは、基

本 には らかの立 に 成なのだけ 、 を

つける方 です。 「 ーカーを ま に

のまま せてもいい。ただし、 は ー向

上の ンペーンをすること」とい よ な で

す。 

Slide 13 
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 「 合分け」は、 「 シ ー は大

だから せない。 のと はいいとする」とい

ものです。 

 「 ウ ー ン」は、 らでもない新しい

で、「1 に ーカーを せていい

と くない を って て、 分た の で

して る」とい な の です。 

 このよ に、 合の 方に を けて

を し、 やったら 合 な 見 せるのかと

い ことについても方向 けを ています。 

 ここ以 （すなわ 理解 ）以 は、基本 に

は ープ活 をいれ、 ク ーニン の

で行っています。 、 ト群では問 指

を行っています 、これも ープで行ってい

ます。問 指 とは、学 だ ま ら

れていない クリ プを見て、 の問 を

ープで指 するとい です。 、表を

わないで 明している、 るいは を して、

たすら子育てする の立 に立って ーカー

を の 大 な理 を てな 、 な ー

ンで 30 らいの クリ プを 、 れを見

せます。 の 、問 を指 させるのです。

クリ プに するのは、教師です。すなわ

、 のクリ プです。友達の問 指 ではない

ですからお いに つ ませ し、 は iPad でと

ましたので、 に 成で ました。子 もた

は学校では 、 のいいとこ を指 するのに

れているのです 、 いとこ を指 するのは く

れていないので、最 は か としていて、

かったです。 れでも、 ープの中で している

と、「 い さっ 表と っていたのに、表 な

かった 」とい よ な で共 するよ にな ま

す。 

 は理解深 です。 ープで高校生の バ

ト について ます。 ープで表を ると

こ まで一 にやって、 までは一 でなくても

いいので、 なで 分た のものを て して

もらいます。最 は で、分かったこと、分

からないことを記 してもらいました。 

 3 日目（授 としては２日目）には、上 に 見

を る を 上 ています（Slide 16）。表を書

いて にすると、子 もた のよく る いと

しては、な の に ったかの「な 」 け

るのです。だから、い さつと は に して

いるのかしっか すよ ました。 

 

 の上で問 指 を行い、 までのい

さつを している、 るいは の ない

を して問 を ープで指 してもらいます。 

 の 、 か ーム を び、 に

分の を深 てもらいます。このと は表のこ

とも わないでし らくやってもらって、し らく

してから「 だった  表だ 」とい 合

に、だ だ と を いています。最 は分かった

こと、分からないことを記 しています。 

 4 日目（授 日としては３日目）は、上 に 表

する 方 ー です（Slide 17）。上 に る

Slide 15 
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として、メ を見ないで、 の目を見て、大 な

ではっ とい つかのことをポ ント

として で表 して、 には教師 い を

します。 に、 を か な ら、30 らい

分で 表して て、iPad で って見て ます。

すると、 ていないとい こと く分か

ます。 日目については群による は ませ 。 

 

 最 に れを ま て、3 日目に したものを

なの で 表します。 のと には を活か

しな らやっています。 

 の のク では、 ト群は 2 日目、3

日目の問 指 ませ 。さらに ー

群では 合 な を すことの や の

は しています 、 書 を に し、表に

ついてはこ らから明 に教 していませ

（Slide 18）。すわな 、 ト群と ト群 、

表を教 した群とな ます（分 のと には、

ト群と ト群を「表教 群」と表現しま

す）。 

 

 

 ここからは 果です。ま iPad に記録されたプ

ンの 子をご覧ください（ 表 日は を し

た）。こ らは、 る生 の 1 日目のプ ンの 子

です。 表中も下を向いています。また、 ードは

して いと ました 、 く していまし

た。一方、最 日には、 を向いて立 に 表して

います。 ードも していますし、 られた資

料も活 しな ら 分の 見を ています。 

 

 こ した行 ー をよ 詳細に分 しましたの

でご 介しまし 。ま 、生 の を書 こ

し、分 しました。１つ目に分 したのは、 に

おいて の立 のメリ ト、 メリ トを 理し

ているかです。 果を Slide 20 に します。 

 

 ま 、表を教 した 2 群（ ト群と ト

群）の生 は、 ー 群の生 よ も、 の立

のメリ ト、 メリ トを 理で ていました（Slide 

20）。 

Slide 17 
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 さらに、 の立 を し、 合 な を最

に行っているのかを分 しました。 の 果、

表の教 った 2 群の方 ー 群よ もよ

く 合 な 見を していました（Slide 21）。 

 

 Slide 22 は、 ト群の る生 のプ ンの書

こしです。 る一 の ー を けた上で携 の

を ー ーするとい を行ってお 、

合 な 見 で ていること 分か ます。 

 

 は、生 った資料の分 です。 ードを活

しているかと、表を っているかを分 しました

（Slide 23）。 

 
 表を っているか したとこ 、 ー 群では

ロでした（Slide 24）。すなわ 、生 教 せ に

に い すことは にくいのだと います。

一方、 の２群では、slide24 に るよ な で表の

伸びています。つま 、表を活 しな ら

理して、 を 理した上で 合 な

せるよ になっているとい ことです。 

Slide 20 

slide21 

Slide 22 

Slide 23 

-  14  -



 

 

 なお、 の分 では、 合 な 見の の分

についても、 しも 分とは ないのです 分

しています（Slide 25）。 を分 しよ と ったの

は、 合 で っても、 を く して

いなかっとしたら、 い とは ませ 。

を と しているかは な で 、この

を する ると たからです。 を

と している 合には 2 、 分 と

して１ も けて、 分 して ました。この

果、表教 の 2 群 高くなっていて、2 群の では

ないとい 果 ました。 に 合 な

をするだけではなく、 を れた になっ

ていると ます。 

 

 なお、ここまでの分 、すなわ 行 では

ト群と ト群 2 群には い られませ

でした。しかし、ポ ントを のくらい で

ているのかについては い るかもしれないと

られましたので、分 しています（Slide 26）。 

 

 ま は、一 の 果です。この で、

の分かれる において大 なことは かと

いています。行 では ト群と ト

群には い られれないのです 、 の

は いました。Slide26 に したよ に、 ト群だ

け の 2 群よ も 表に 理しな ら 明するこ

と 大 だとい 記 くなっていました。大

なこととして、 葉で 明で るくらいに で

ているとい ことは、この の活 にも します。

ですから、 ト群のこの 果は、とても大 なこ

とだと ています。 

 問 指 からも、 ト群と ト群

の い 見 れします。 には、「 を

して 明で てない」と指 で た 合 ト群

において ト群よ も高くなっています

（Slide 27）。これはポ ント されているとい

で、上 した 果と の 向を しています。 

 

 最 は 見の 方です。 の ードを指し

Slide 24 

Slide 25 

Slide 26 

Slide 27 

-  15  -



 

しな ら 明しているかについては、 の群でも

を見て ー ン してもらいました。この

果、群 の いは ませ でした（Slide 28）。

の群でも ードを指し しな ら 表するよ にな

っていました。 ト群では 92 で、かな 活 に

しっか プ ンしてくれている ました。

「教 て させる授 」だからこ 、50 分でここ

まで ってこられるのだ と、 は らた

てこれはすごいことだと ました。 

 
 

 

 果のまと です（Slide 29）。 

 

 「教 て させる授 」を しな ら の

ー として表を活 することを促すと、 を

ま た 合 見の につな ます。 だてと

して表 で ることを させました。特に

問 指 を行った群では に ま

した。最 には、 は最 の トでは 表を

いなさいとは一 も わなかったのです 、 分た

で っていました。 の で に本 に

かは のさらなる だと っています。 

 理 への については するのです 、

への としては、 は の ー として

表を教 ています（Slide 30）。ただ に表を いなさ

いと っているわけではなく、 に い方を明

に教 、 って て、 分 まくいったとこ

といかないとこ を る。 のことで に

活 で る子 もになってい ますし、 の で

も ってくれると したいと っています。 

 

 でも ました 、 書は、小学校 5 年

生の教科書に、 なる 見を する力を育成する

を 年になって れて ています。とても い

ことではないかと っています。早い からこ

い ことにな でおくと、大 になったと に

せ にやっていけるのではないかと ています。 
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学  

 （京都大学） 

 

Today I will talk about a research project on developing 

university students’ subject understanding, communication 

skills, and spontaneity in diagram use through regular 

homework that they have to do for the course. 

 本日は、大学生の講義内容の理解 ニ ー

シ ン の な 表の を、授

に す を て高 よ とした研究プロジェ

クトをご 介します。 

 I will provide an outline of  what I will talk about (Slide 

1).  First I will give some background on the educational 

challenges addressed in this study, which are integration of  

content learning, effective communication skills 

development, and the development of  competence in using 

multiple forms of  representation including diagrams.  I 

will also talk briefly about the methods that we used in one 

of  the graduate courses in education, which included 

weekly explanation writing homework as well as the hints, 

instruction, and practice in diagram use that they were given.  

Then I will talk a little bit about the results we obtained 

including improvements in spontaneity in the use of  

diagrams by students, as well as the transfer that we found 

to explanation writing in the final test. 

 Slide 1 は、本日お しする内容です。 介す

る で を てるのは、指 の中で のよ に

学習内容の理解と学習 の向上を に達成し

ていくのかとい ことです。すなわ 、大学の学習

をしな ら、 ニ ーシ ン を向上させ、

かつ 表な のといった表 を いな ら 明する

力を 育てていくかとい ことです。 の行った

では、 、授 で学 だことについて 明す

る を しています。 の 、 ントや ン ト

クシ ンを ます。さらに、 に 表を っ

て 明する 習も行います。こ した活 を す

ることで、 明を る において に 表

を よ になるのかを しました。さらに、最

トで も わない で れ らい 表を

に よ になるのかについても しました。 

 
 

     

    

 One of  the most important challenges in education at 

the moment is the integration of  content learning and skills 

development in how we teach students (Slide 2).  

Traditionally, the provision of  education has been equated 

with the provision of  knowledge and content.  Essentially, 

we came to think of  education as teaching subject content 

to students.  However, there has increasingly been 

recognition of  the importance of  also cultivating skills in 

students.  Increasingly it is being recognized that 

developing students’ skills is at least as important as 

providing them with the content knowledge. 

 Overseas and increasing in Japan there is a movement 

towards recognizing the importance of  developing 21st 

century skills and there has been a considerable amount of  

talk about this.  These are skills that students need to 

effectively manage and succeed in 21st century 

environments, which means that, in educating students, we 

should not just teach them content, but we should also 

educate them on ways that they can manage living in the 

environment that exists in the 21st century. 

 That includes deep learning and communication skills, 

which are very important skills for the 21st century, and 

they emphasize understanding rather than just retaining 
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information.  It is important to not only remember 

information, but also to understand and to gain the ability 

to transfer and use knowledge/skills in other appropriate 

situations.  If  students deeply understand something, they 

should be able to use what they have learned not only in the 

situation in which they learned it, but in also in other 

situations.  There are also other skills that Dr. Uesaka 

pointed out before that include such skills as critical 

thinking and also IT literacy.  Also, communication in 

increasingly globalized environments is very important, 

which means being able to communicate effectively not just 

to people around the students, but also people in other 

situations such as educational environments and work 

environments that are increasingly becoming more 

globalized over the past 20 to 40 years. 

 の教育では、学習内容を教 るとい こと

中心で ったと います 、 に学習 につ

いても わせて教 ていく に たるよ

になって ています（Slide 2）。 

 では 21 世紀 として、 の さ

れていますし、日本でも、内容を教 るだけでなく、

れと せて育てる 学習 い もの

で、一 やったら育つのか になって て

いると います。 

 ２１世紀 の の中でも、特に「深い学

び（deep learning）」と「 ニ ーシ ン

communication skills」はとても大 です。 報は に

記して つのではなく、 本 に深く理解する

ことによって て の でも る になっ

てい ます。 のた 、理解を のよ に促してい

くかはとても大 な になっています。また、

ローバ な っている中で、 ニ ー

シ ン は に大 なものになって ている

と います。 

 
 There are challenges associated with teaching (Slide 3).  

One of  the most important challenges is how to integrate 

the teaching of  content and the development of  skills.  In 

the area of  deep learning and communication skills in 

English, there is a tendency for skills development to be 

taught in the absence of  substantive content.  What that 

means is that skills are taught without actually using real 

content.  At university it is a common practice to show 

videos that have nothing to do with what students are 

learning in class.  The students are asked to watch the 

video and then discuss in groups about the video.  The 

teacher then asks the groups what they discussed.  This is 

not very useful, especially if  the students are not learning 

the content of  the video but are learning other things like 

science, engineering, or education.  Likewise, the content is 

often taught without due consideration of  the skills that the 

students should develop.  There is a disconnection 

between content instruction and skills development, which 

is a problem. 

 Another challenge in teaching is how to develop 

students’ competence in using multiple forms of  

representation.  When both verbal and visual 

representations are used, we present information to both 

verbal and visual processing channels in working memory, 

and the results become far more effective as far as 

facilitating understanding and also communicating the ideas 

that we have to other people.  One of  the problems 

related to this particular challenge is what we have found 
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through research, which is that students generally lack 

spontaneity in diagram use not only in communication, but 

also in problem solving.  Therefore, when they are 

working on problems solve, students generally have a 

tendency not to use diagrams to solve the problems.  They 

will also write words without incorporating some visual 

representation of  what they are trying to explain to other 

people.  These are two important challenges in teaching in 

relation to developing 21st century skills in students. 

 、 を てたいことの一つは、指 におけ

る学習内容の理解と 学習の 合です（Slide 3）。

、 教育では、 れら 分 されているの

です。学習内容を教 るた に を とい よ

は、学習内容とは関 のないものを って の

学習をしています。学習内容と 学習

分 されているのは にもったいないことです。 

 も 一つは、 表の です（これも の一

と られます）。 に分か やすく教 るた 、

分 理解するた に 表を すること で

るにもかかわら 、学習者は問 を解くと に

表を で ていなかった 、 にものを ると

に 表を で ていなかった するとい

ます。だから、 の つを で、 せ

て授 の中で してい たいと たのです。 

 
 

       

 

 How did we address these challenges (Slide 4)?  I will 

describe to you what we did in an undergraduate course in 

education.  In this course there were 21 students.  All of  

the students in this course had English as a second or 

foreign language.  Thirteen of  them were Japanese and the 

other students were international students of  other 

nationalities.  Since I taught the course, it was taught 

entirely in English. 

 The students were given a regular task of  explanation 

writing.  The students had to explain the most important 

points that they had learned from the class session that 

week.  Every week the students had a 90-minute class 

session.  They had to imagine that their audience was 

another student who knew nothing about the topics 

covered in the course, and the students had to write their 

explanation in English.  I collected these homework 

assignments and provided written feedback to them every 

week.  I would collect these assignments one week, write 

comments, and hand them back the following week.  The 

students were asked to include the homework sheets in their 

portfolio for submission at the end of  the semester, and the 

portfolio was worth 40% of  the total course grade. 

 Students were provided grading rubrics, so they knew 

exactly what I was looking for in the assignments.  Marks 

were allocated for satisfactory completion and quality 

features of  the homework tasks.  I was focusing on how 

clearly they were able to explain the important content from 

what they were supposed to have learned during that week.  

The rubrics also made no mention of  the use of  diagrams 

and did not express an expectation for students to include 

diagrams.  Therefore, the use of  diagrams was not directly 

linked to grades.  I did that because I did not want them to 

use diagrams just for the sake of  using diagrams.  I wanted 

them to use diagrams to improve the clarity of  their 

communication in the homework assignments. 

 を行った授 には 21 の生 いて、日

本の国 を つ学生 13 、 の国 を つ学生

8 います。 、 は ２ です（Slide 4）。

教 ていますから、授 は で行われます。 
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 90 分の授 を いた に、授 で った

ト クについてこの授 の中で最も だと

ポ ントを書かせる ます。この 、 く

らない学生を して書かせます。 して され

たものに メントを書いて します。この

を すること 成 の 40 されることに

なっています。 

 学生には ー リ クを て、 のよ な か

ら しているか 分かるよ にしています。 ー

リ クには 表をかくことも まれています 、

表をかいたからといって成 上 るわけではな

く、 表をかいた 果、 明の 上 れ 成 に

されるよ になっています。 

 
 As for the objectives of  the homework tasks that the 

students had to do, one was to facilitate reflection and 

understanding of  the course content (Slide 5).  That is why 

they had to write and explain what it was that they had 

learned during that week.  Another objective was for them 

to develop communication skills in English, which is why 

they had to write what they had understood in English.  

The third objective was to promote spontaneous use of  

diagrams in written communication.  This is because if  

they could incorporate diagrams with what they were 

writing, they could enhance the effectiveness of  their 

explanations, which would then help clarify their own 

understanding and enhance the clarity of  their written 

communication.  One important point is that by 

diagramming what they were trying to explain, students 

could also clarify their own understanding of  the 

information that they were trying to explain. 

 As for the interventions in promoting the spontaneous 

use of  diagrams, the students were provided a hint to make 

them realize the value of  including diagrams in their written 

work.  They were also provided instruction about the 

effective use of  diagrams to address any deficiencies that 

they may have had in their knowledge of  how to use 

diagrams to enhance the communicative effectiveness of  

their written work.  Also, they were provided a review of  

the key points from the instruction and provided practice to 

ensure that the students had the skills necessary to 

construct appropriate diagrams to use when explaining 

different kinds of  information. 

 この の目 は、学習内容 のものの理解の深

、 の ニ ーシ ン の向上、 明

における 表の の促進です（Slide 5）。 表を

すると、書いている内容 はっ します。書

いている内容 はっ するとい ことは、 分の

もはっ して、理解 深まるとい ことです。 

 な 表の を促すた に、 を って

ポートを れています。 メントを書いて、「 、

表を ったらいいよ」とい ントを る ェ

ーズから、「 にこのよ に といいよ」とい

ン ト クシ ンを る ェーズ ます。

さらに、 のよ に ったらいいかとい ーポ

ントを る を け、 れを ま て に

分でも って る機 ます。 ー は の

よ な ンになっています。 

Slide 4 

-  21  -



 

 
 As for the measurements that we took (Slide 6), first of  

all we measured the students’ diagram use in pre- and 

post-intervention tests.  We gave them pre- and 

post-intervention tests because in the homework task the 

things that they had to write about varied in terms of  how 

easy it was to draw diagrams.  That was difficult to control, 

but in the pre- and post-intervention tests we gave them 

reading materials to take notes from and then also to 

explain afterwards.  In this way we could have a look at 

how clearly they explained information, but also how many 

diagrams they used in note taking as well as the explanations 

that they provided.  The passages that they had to read in 

the beginning and the end were equivalent and we 

controlled for that equivalence. 

 We also looked at their weekly explanation homework.  

There were different phases.  At baseline there was no 

intervention, and then around week three or five the 

students received a hint, which was then the after-hint phase.  

At week 10 the students received instruction, so that was 

the after-instruction phase.  At week 11 they received 

practice, so that phase was after-instruction-and-practice.  

The remaining weeks were the maintenance phase of  the 

design. 

 The hint was given to the students as comment in their 

homework. I wrote the hint in their homework in week 3 

for about half  of  the students and in week 5 for the other 

half, so there was a difference in the timing of  the hint.  I 

wrote in their homework that including diagrams could 

make their explanations easier to understand – as part of  

the comments that they received.  Instruction was given 

for 20 minutes at the end of  the week 10 class.  Practice 

was then provided in the week 11 class: at the end of  that 

class, 30 minutes were spent on practice.  They also had 

homework to do for practice: the students had to draw 

some diagrams as extra homework for week 11. 

 の指 についてです（Slide 6）。一つは 、

トです。授 の と に、学生

に れくらい 表を っているかを るた に行

っています。学生には、 立した を で ー

トを らせ、 の に に 明してもらいます。2

の されてお 、A バージ ンを 、

B バージ ンを に ープと、B バー

ジ ンを 、A バージ ンを に

ープ ます。 

 も 一つは の として している 明

です。13 を ー ン、 ー ント、

ー ン ト クシ ン、 ー ン ト クシ

ン プ ク 、メン ン とい ェーズ

に分けています。最 は ー ンで、 に

して特に も かけない で学生 れ らい

表を ってくるかを見て、最 にメン ン で

れ らい 表の されているかを見ます。 

 ントでは、 に「 表を と理解しやす

くな ます」とい メントを書いて します。学

生の 分には 3 で、も 分には 5 で

と、 を らして ントを ました 、 表の

に する 果は ントを る によって

いは ませ でした。 ン ト クシ ンとは、

10 で、 表の い方についての授 を 20 分

れたことを指しています。 

 ン ト クシ ン プ ク では、11

で、30 分 にわたっても し に 表を書

いて る 習をしています。この はい い な

プの 表についての ン ト クシ ンとプ ク

をしていて、 の に て、 に

分でも書いて る を ています。 
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 In the next three slides I will show a plan of  what I 

provided the students in terms of  the instruction that they 

received for 20 minutes in week 10 (Slide 7).  I told them 

about the ways of  using diagrams.  Apart from clarifying 

their understanding, I also pointed out that diagrams and 

explanations can illustrate, provide an overview or structure, 

show process or cause-and-effect relationships, and can 

compare and contrast.  For example, illustration means to 

show what something might look like.  Providing an 

overview or structure is to show the main ideas and 

supporting details as well as show the classification or 

organization of  information. 

 ン ト クシ ンのと に、 表の につ

いての も ています（Slide 7）。 表の

には、 トによって 見 るかを のまま

す、 や の明 に す、プロ や 果関

をを す、 や な を行 といったことを

ています。 

 

 As an example of  what I taught them, I will provide an 

explanation of  how the overview and structure can be 

clarified by the use of  diagrams (Slide 8).  I taught the 

students that diagrams showing the overview or structure 

should be used when it is important for the reader to 

understand the connections between multiple and/or 

complex components of  the information being explained.  

This addresses the questions of  what the component parts 

are, and how they are related; how multiple components 

make sense together; what the main idea is, as well as what 

the supporting details are; and how the information can be 

hierarchically organized including clarification of  the sets 

and subsets.  I also explained that overviews and structures 

could be provided through schematic diagrams, branching 

tree diagrams, and hierarchy schemas. 

 、 からなる な 成 のよ

な関 になっているか、 のよ につな っている

かを ると には、 を明 にするた に 表

を とい ことを 明します（Slide 8）。 の で、

れに した 表として、 ー や や

な 、 つかの を します。 

 
 I showed the students some examples of  different 

types of  diagrams (Slide 9).  These diagrams I drew 

myself  or obtained from the Internet as examples.  I also 

provided examples of  the overview or hierarchy diagrams 

that students had used in past homework (Slide 10). 

 学生には、 な 表の も教 ています（Slide 

9）。 ントを けて に で 表を いてい
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る学生もいるので、 の 表も として して

います（Slide 10）。 

 

 
 These are examples of  the diagrams that the students 

produce during the week 11 class practice (Slide 11).  

These diagrams are what different students actually 

produced during the practice session, and you can see the 

kinds of  diagrams that students produced including 

illustrations, tables, and process diagrams. 

 Slide 11 は学生の です。11 のプ ク

のと に、 まで学 だことを いな ら、 に

プ に書 分けて た 、 表に書いて た

したものです。 

 
 These diagrams were produced by students in the 

homework provided to them as practice for week 11 (Slide 

12).  They had to create an illustrative diagram, a diagram 

to provide an overview or structure, a diagram to show a 

process or a cause-and-effect relationship, as well as a 

diagram that shows comparisons or contrasts.  These 

examples are from one student. 

 Slide 12 は、一 の学生 、11 目の で 4

プの れ れの 表をかいてくるよ に わ

れて したものです。 

 
 

 

 This shows the results that we obtained with regards to 

diagramming (Slide 13).  To answer the question of  

whether the interventions had an effect on the students’ use 

of  diagrams in their homework, you can see that the 

interventions did have an effect.  After giving a hint, the 

use of  diagrams went up from the baseline, but after 
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instruction the use of  diagrams did not go up significantly.  

Therefore, it seems that it was not enough to simply give 

the students instruction.  However, after practice, the use 

of  diagrams went up significantly and then use was 

maintained and improved probably due to practice. 

 As for the other question of  whether the students’ use 

of  diagrams in their written work increased from the 

beginning to the end of  the semester, the answer is that 

they clearly did.  Looking at the mean proportions of  

student diagram use in notetaking and explanation, you can 

see that diagramming increased for both following the 

interventions. 

 果をご 介しまし （Slide 13）。 表を す

る学生の 合は、 ントの ェーズで上 し、 ン

ト クシ ンを けても なに わらないので

す 、 ン ト クシ ン プ ク 一 に

なるとまた上 し、 のまま されるとい に

なっています。 

 の は、 トと トの にお

いて 表を した学生の 合を しています。

の い のバーは 分 ると に する

合、 の い のバーは 明を書くと に

する 合を表しています。 から にかけて

方 上 っていること 見て れます。 

 
 This shows an example of  students using multiple 

representations, which was one of  the objectives of  this 

intervention (Slide 14).  You can see that the students 

actually used words and incorporated diagrams into their 

explanation. 

 Slide 14 では、 トと一 に 表を いて 明

している 子 分か ます。 

 
 This is another example of  students using multiple 

representations (Slide 15). 

 Slide 15 では、 よ に ン ン と 表を ま

く 合わせな らクリ に 明しよ としている

子 分か ます。 

 
 The last question addressed was whether there was 

transfer (Slide 16).  The answer I think is that there was 

transfer since 13 out of  the 21 students (62%) used 

diagrams in explanations in their final test.  Several weeks 

after the end of  the semester, students had their final test 

and 62% percent of  the students used diagrams.  This 

shows just one example showing how a student used a 

diagram to clarify what they were explaining in the final test. 

 学生は、授 わってから かたってから

最 トを けました（Slide 16）。 の 果、62
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の学生 に 表を っていました。 明を

られたと に、 に いなさいと われているわ

けではないのに に っていることから、「

は こっているか」とい 問いの は、 こって

いるでし とい ことにな ます。 

 
 

 

 This study shows that the intervention is effective in 

promoting spontaneous diagram use in explanations (Slide 

17).  This intervention was also effective in terms of  

promoting transfer to other activities or explanations that 

the students had to do in the course. 

 この は、 の の な 表の も促進

していたこと 分か ました（Slide 17）。 

 
 More importantly, the intervention used this study was 

effective in a real educational context (Slide 18).  The skill 

of  using diagrams was integrated with content instruction.  

An important point is that developing teachers’ competence 

in such integration is very important in education, and I do 

not think that this is appropriately attended to in how we 

train teachers at the moment.  Developing teachers’ 

competence in integrating is important in education, such as 

in the development and assessment of  content knowledge 

through the use of  the desired skills that we want to 

develop in the students.  The ability to use multiple forms 

of  representation (words and diagrams) also enhanced 

students’ general communication competence in this 

particular study.  Therefore, I think that this ability for 

teachers to apply that integration to what they are teaching, 

so that as they are teaching the content they are also 

promoting development in skills in students, is very 

important to develop in our teachers. 

 もっと大 なことは、この は に教育につ

いて教 る授 の中で行われているとい ことです

（Slide 18）。このよ に、 生方に教育についての内

容を教 るのと に、 を習 してもら こ

とについては、まだ 分に されていないのでは

ないかと います。しかし、これはとても大 なト

クではないでし か。 

 また、 は学生に の表 、 葉と 表を

わせることを て、 ニ ーシ ン

のものも上 ています。このよ に、 ニ ー

シ ン も上 な ら内容を教 ること もっ

と の中で行われてもいいのではないかと て

います。 
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実  

小山 義徳（千葉大学） 

 

 は大学で、 に小学校の 生にな たい学生を

成している関 も 、 年 までは 生の 問

を のよ に上 るかとい ことに関してプ

ン ーシ ンをしていました。 年は 生では

なく、学習者 の の 問に を てたプ

ン ーシ ンをしたいと っています。 

 

 

 の教師 問 授 には、 れ れメリ ト、

メリ ト ます（ 表 1）。 

 

 メリ トは、 の で て れ

にくい、 かから お に わる、授

の れ しやすいことです。 

 メリ トとしては、ま 、 本 に た

い問いとの プ ることです。「 は本 は

ご つ でこ い 問いを たいのに、

生 こ いているから、授 の中では のことに

ついて ている」とい います。 した

の問いを まく活かした授 で ないかとい

こと のプ ン ーシ ンのポ ントにな

ます。 

 つ目は、 の「問 」を伸 す機 を

ことです。 生 問 、 るとい

の に 上 っていて、 は、 分

た かを問 ていいのかとい の中に

1 
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で てしまいます。 

 れ つ目の メリ トにつな るのです 、

学 とは教師 たことに ることで

、授 は 生に 問されるのを って、 生

していることをく って 見を った 、 し

合いをした する」こと の 解、 ド ンカ

リ ムになっている 合 ると います。

れによって、 を って、 分で 問に

ったことを た 、 た して、 れについ

て 生や友達と一 に し合 とい メージ で

にくくなっている 分 るのではないかと っ

ています。 

 のプ ン ーシ ンで す授 で目指

したいとこ は、 表 2 の 21 世紀 の中で

と問 解 問 見力、 に た ま

す。 

 

 問 解 問 見力は、 分で 問を見

つけて、 れについて る力です。 に

ついては、 分で問いを いついたら、 よ な

問いを ったク メートと一 に し合 活 を

れているので、 こで し合いの 伸びる

ことを目指しています。 

 

本研究  

 行った授 は 徳です。 徳の教 を で、

「な この はこ い ことをしたのだ 」「こ

い ことをしたの 本 にいいことだったのか」と

い よ な問いの生成をします（ 表 3）。 

 

 の問いの生成をすることで、 の としては、

もやもや の中に るので、 れを解 したいと

い 高まって ます。 れによって し合い

によ に するのではないかと ていま

す。ですから、 生から問い られるのではな

くて、 分 いついた問いについて な 一

に てくれること 機 けになって、 し合い

へよ に するよ になるとい を立

てました。 

 の 表の中では、 分の 問を解 する

本 に高まっていたのか、 し合いへの な

本 になされていたのかを見てい たいと

っています。 

 

 の問いに基 いた授 のメリ トは、 の

問 伸びるのではないか、 分 た問

いについて し合い 行われ、 見 る

いと われることから、 生から られた問いに

ついて ている 合よ も、 分の 見をよ

2 

3 

4 
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に る 増 るのではないか、 し合い

のと に す 増 るのではないかとい ことで

す（ 表 4）。 

 一方、 メリ ト ます。 から

のよ な問い るか分からないことです。小学校

の 生としては、 いった の授 は かにやっ

て たら だけれ 、 に のよ な問い

てくるか分からないから、授 するので

はないかとい 心 も ると います。 つ目は、

のよ なことに関 して にくいことで

す。い い な問い て、 分 っていた問い

ではない問い から てしま と、 のことに

よって授 しっ か っ かになってしま

のではないかとい れも ます。 つ目に、小

学校の授 は られているので、 か

かってしま ことも心 として ると います。 

 

実  

 の を のよ にしたかお しします。

かの を学習者に教 ると には、 のことだ

けをやっていてはいけませ 。 に「問いを っ

てください」と っても、 れは一 のた にや

るのかとい こと カリ ムの中に まれてい

ないと、学習者は「 のた に は問いを ってい

るのだ 」「 のた に はこの を けるの

だ 」とい こと っ かって、 に れを

にやるよ にはならないこと ると います。

ですから、 の 合も、問いを る を明

するた に、 った問い の の し合いのト

クになるのだとはっ と明 した上で に

問いを ってもらっています。 

 表 5 研究 ンです。 は小学校 3 年生

で、一つの いた かおに を 2 成で

上 ました。最 は小学校 3 年生なので、本

に 問 てくるのか、 し合い 成立するのかと

心 だったのです 、 にやって ると せ

ていました。 

 1 目は いた かおに の 解を の

徳の に行いました。授 の最 10 分を って、

「 生の 明を いて いた かおに を深く

進 た上で、 上 って た 分の 問を ー

クシートにたくさ 書いてください」と問いの生成

を促しました。これ 生成群です。 

 

 は つの群を しました。生成群以 に、

群と 群 ます。 群では、 の問い

をや たいとい の を して、生成群

った問いを「この ープはこの問いについて

てください」と に ててい ます。

群は 1 目に、 いた かおに の 解を進

るのは です 、最 の問いの生成の 分で

をしています。 群は、 に された

生成群 った問いの中から な問いを で、

問いを だ で ープで し合いまし

た。 

 生成群では、 分 生成した問いと の問いを

った と ープになって します。2

成で、 メリ トに った「 のよ な問い

てくるか分からないので、授 の にくく

なる」 分を とかクリ しよ ともく ました。

の った問いを て ー ン をするので

す 、1 目と 2 目の で るので、

担任の 生の で、 の中で ま にも から

れている問いは まく 理します。 れで に

てもらいたい問いだけを して、 の 2 目

のと に すること で るので、 は かに

かかってしま のです 、 る てもらいた
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い問いの ントロー くの 2 成のメリ

トではないかと っています。 

 

 

 ここで いた かおに を に ます。

の の くに しい でいて、 と

友達にな た っていました。立て を立てて、

「心の しい の です。 なたでもおいでくだ

さい」と したのです 、 も びに ませ

でした。 れに を立てた は、「 せ は

だから も ない だ」と立て を してしまい

ました（ 表 6）。 

 

 しかし、この の のいい さ 、「

に行って れるから、 て のことをやっ

つけてしま 、 の は のことを ーローだと

から、 は と くで るのではないか」

と しました。 の は成 して、 は

と く らしていました（ 表 7）。 

 

 の中で ると 、「 い は した

のだ 」と のです。 のとこ に行くと、

こに 、「 と く らしてくださ

い。このまま 分 と 合っていると、

い と 合っていると われて との関

まくいかなくかもしれない。だから 分は を

ます」とい こと 書かれていました。 れを見て、

は くとい です（ 表 8）。 

 

 1 目にこの の 明を にします。このこ

とで、 から のよ な問い るか分からない、

にくいとい メリ トを とか ント

ロー で るのではないかと ると います（

表 9）。 

 

 表 10 つの群の関 です。生成群 31 名、

群 29 名、 群 31 名です。問いは生成群

4 問 成したのです 、 ここで 介するのは

の中の問Aについて し合いをした ープの分

にな ます。生 った問い、 生

6 

7 
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た問い、 した問いで、 と を します。 

 

 に た問いは 表 11 の 4 問で、「問 A：

と くな たかったのは してか」「問

B： しい ったのは してか」「問 C：な

は 分を にして に の友達をつく

って たのか」「問 D：な は を ていっ

たのか」です。 

 
 

合  

 生成群での の し合いの 子を クリプトに

すると、 表 12 のよ にな ます。これは の

ままです。 A 「やっ かったから、

に て し でもらいたかった」と います。

れに して B 「 は、 は しか友達

いなかったから、もっと友達 いて しいから。

分 だとたくさ いる 。だから、 と

くな たい」。 C 「 、 と よ、だ

ってさ、 は しか友達 いないな たかった

だけ ない。 だけ つまらなかった。ご

所にな たい。 に したかった。ごは た

かった」とい です。 

 

 このよ な クリプト からで るので、

ての群で れを一 ごとに って、この 、分

をしています。 

 し合った に、 徳の授 に する の

をプ とポ トで っています。 いた 問は「

徳の授 は い メージ るのか」とい こ

とです（ 表 13）。 

 

 「 なで る」「 なの 問を る」「

問を いやすい」「 分で る」「 」「よく

る」「 を 」とい 目 ます。 群は

なに はないのです 、 群はな か と

で「よく る」と メージ しています。

生成群は、 分た 生成した 分の な問いに

ついて友達と カ シ ンする、 し合いをし

たとい ことで、 徳の授 は 問を いやすくて、

10 

11 

12 

13 
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分で る、 とい メージに しました。 

 表 14 は いた かおに の し合いの で、

つの 目「 しかったか」「 中したか」「

上 ったか」を ました。中 の の

群 やや高いとい な 果になっています。

の 生成群です。 分た の問いを

って、 れについての し合い 「 しかった」「

中した」「 上 った」と していると

ると います。 

 
 

 

 表 15 ク の です。 

 

 カ シ ンを 8 分 しているので、 れ

れ 1 分ごとの を に って表したものです。

の 0 分から 4 分までの れは 3 群で なに

は ませ 。最 は すのです 、だ だ

下 になって て、4 分 らいになると と

も さない にな ます。ただ、生成群だけは

の にも 一 上 する ーン ます。

分も れな に って、 する

向 ました。 

 した内容を 表 16 の つのカ リに

分けて分 を行いました。 

 

 一つ目 見、 つ目 問、 つ

目 です。 見は、 に 分

の 見を表明している です（ 「 まるの

の生 いだから、 れをしたかったのではない

か」）。 問は、 に に 見もしくは

明を る です（ 「 と いるとし

たら、 で と友達にな たかったのか」）。

は、 問に する として された

です（ 「 れは と と 分 友達になれ

、 と 友達になれると ったから

ないの」）。 

 れ れをさらに つの で分けて分 しま

した（ 表 17）。 

 

14 

1  

16 

17 
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 一つは い 、も 一つ 深い です。 い

は された内容をただ に しているだ

けの です（ 「 と くな たかっ

たのは してだ 」「 は しかった」）。深い

は の中に ープにとって新しい

まれている です（ 「 か いいとい 理

ったのかな」「 よ の方 友達にな や

すいのに、 で を だの」） 

 これらを分 したもの 表 18 の です。 

 

 生成群は 分 った問いを なに てもら

ているとい ことと、 も も 問を っている

から 分の 見 に の中に るとい 理

ると います 、 の 群に て、

見は としてかな いです。深い 見 い

かとい と い わけではないのです 、 と

してはかな ている 果にな ました。 

 ただ、 問については、生成群は深い 問

をする かったとい 果でした（ 表 19）。 

 

 群もやや深い 問をする いるのです 、

生成群の方 問する し合いの中で かった

とい こと ると います。 

 表 20 の は な 果にな ました。

生成群の に、 群 かれて ている

かったのです。これは で、 も 分の中で

してこ なるのだ と、まだ し れてい

ませ 。 

 

 表 21 の記 です。一つ目は「 徳は

なで 問を 合 」とい 、 つ目は「

徳の は の を る授 なのかな」とい

問、 つ目は「 な なことを ってい

るのか、 くのも のも しいです」とい し

合いに関すること、最 は「3 年生になって 徳の

増 て、 表の 増 て、国 、

もたまに 表で るよ にな ました」とい

徳でやったこと 教科に していること

な でした。 

 

1  

1  

20 

21 

-  33  -



 

 

 ははっ って、 の 問の力 伸びた

とい ことは れていませ （ 表 22）。 れ

は の になっています。 

 

 は中 報告とい で報告させていただく

と、生成ク の は、 のク の よ も

し合い 上 って、 中したと していま

す。 に生成ク は し合い における

のク よ も く、 見、

問、 の かったと ると います。

ですから、メリ トとして 分の 見を る

くなること、 し合いのと に す 増 る

ことは るのではないかと います（ 表 23）。

問 伸びるか かは しなけれ

いけない 分だと っています。 

 
 

 

 

 の問いに基 いた授 に することで、果

たして問 は向上するのか、 も も の問

は のよ に すれ いいのかとい の

の です。また、この授 を すること

で、 の 教科における授 にも か す

ること れ いと っています。 

 「問いの共 」 らく を授 に

メカニズムになっているのではないかとい の

の における の中での一つの です。 

 「 のお の にな ます。 分の

見 なに てもら るから しい」とい

ったのです 、これは の の特 を

表していると っています（ 表 24）。 この問

い 共 されることで、 に ている

のかよ 詳しく てい たいと ています。 

 
 

 

22 

23 

24 
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セッション ： ・  

学 ス ッ

 

鈴木 雅之（昭和女子大学） 

 

 からは、学習者の トの ードバ ク 報

の活 に関する 表を行います。 表する内容

はかな 基 な研究で、大学生を に で

行った です。一見すると とのつな 見

にくいかもしれませ 、 られた 見には

に する も ると いますので、 の 表と

せてい い と で れ と っています。また、

は大学生です 、問 としていることは大学生

以 の学習者にも く てはまることだと ってい

ます。 

 

 

 学習をして トを した 、 くの 合、

果に関して らかの ードバ ク なされると

います。 して、 ードバ クで 分の学習の達

成 や学習上の問 を し、 の の学習へと

活 していくこと 望まれます（Slide 1）。 

 

 とこ 、 くの学習者は トを学習には ま

活 していないのではないかとい こと 指 さ

れています（Slide 2）。学習者は、 トは学習の

上に る、 るいは学習 のものとは てい

ない、 けて れで わ 、 トは ト、学習

は学習といったよ に、 ト 学習に 立つとは

っていないのではないかとい ことです。 

 

 また、 生 に、 やっているよ に見

しをするよ に と、 くの生 は 分の

合っていたのか、 っていたのかに して を

向ける で、 のよ に れ よかったのか、

すれ の問 を解くこと で たのか、もっ

と く解くこと で たのかを には

らない 向に ると指 されています。 

 ただし、こ した指 は に られているこ

とも く、 な指 を いての は れ

行われてこなかったとい 問 を は ってい

ました。 こで は、 ト 果を されたと

に学習者 いった行 を るのかについて、問

に する解 を に するのかとい 解

の と、 ードバ ク 報に のよ に目

を向けるのかとい の から するこ

とにしました。 

 し分か にくいと ので、 に を した

いと います。 者を に て、 ン

上で トを けてもらいました。 で 6 問の

トを し、 を だ 、 ンをクリ

クすると、解 た に に ードバ

クされるよ にプロ ン で ました

（Slide 3）。 や は の 者の 報です。

問 をクリ クすると、問 の と解

されるよ になっています 、 ンを す

と、いつでも学習を わ にして、 を わらせ

ること で る になっていました。こ いっ

Slide 1 

Slide 2 
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た 報 られたと に、目の は なって

いるのかとい こと にな ます。 

 

 この研究を行 に たって、も つ た目

ます。一つは、 報の の を

することです。 の 報に 、つま

と たと に 分 れ らいで たのか

とい 報を ることによって， の向け方

わってくるのではないかと 、 報

る 合とない 合とで見 し方 わるのか

かを しました。 

 も 一つは、学習者 つ達成目 による

を することです。 報に のよ に を向け

るかは， によってかな 大 な い ると わ

れます。 した， による いを 明するた の

として，学習者の達成目 に 目し、 いっ

た達成目 を っている学習者 に見 しをす

る 向に るのかを分 しました。 

 Slide 4 の は、機 で された 者の目の

です。 の中に 書いて ます。これは見

た を表しています。1 、2 、3 、4 の

で見ていったとい で、見た 記録されま

す。 の 分は、 リ カンド です 、 のポ

ントに目 まったことを しています。この

大 い い 目 まっています。こ

した目の から、 のよ に ードバ ク 報

を見るのかと、この について を行ったの

本研究にな ます。 

 
 

 

 Slide 5 の達成目 について に 明します。達

成目 には大 く習 目 と 行目 の つ る

といわれています。習 目 の高い学習者は、学習

れ や 分 の 力を伸 すことに関心

るといわれています。 のた 、 に か学習で失

敗してしまったとしても、 した失敗を

のた の機 として るので、 く学習する

とされています。 って、習 目 を高く ってい

る学習者は、 ードバ ク されたと

に と解 を見て、 に をすること

されます。 

 

 行目 の高い学習者は、 者との な成

の し しに関心 るといわれています。 行目

は、さらに 行 目 と 行 目 の つに

分かれること く ます。 行 目 は、

者よ も い成 を って、 力を すること

Slide 3 

Slide 4 

Slide 5 
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目 です。ですから、 行 目 高い学習者は

と て れ らいで たのかといった

な 報に か を向けて、 ま に

はしないのではないかと されました。 行

目 は、いい成 を たいとい よ は、

分 で ないことを けたいとい ことに

かれた目 で、失敗することを れている と

い ること で ます。こ した学習者は、

と て れ らいで たか かに を向けた

くないと られるので、 に ードバ ク

を見 に、す に ンを して学習を わ

にしてしま こと されました。 

 

実  

 の方 について 明します（Slide 6）。 

 

 となったのは大学生と大学 生 42 名です。

者は 群と 群に ンダムに てら

れました。 で いた は 力 ト

（楠見 か 2010）です。これは に 行研究で 成

された トで、大学生を に大 な

されてお 、 問 の る 明らかに

なっています。 を ンで する都合上、

一つの に表 で る の で、

らつくよ に問 を しました。 行研究で

されたと の の 報を基にして、6 問の

50 、6 問中 3 問 らい 解するよ な

で でいます。 

 こ した 力 トを いた理 は、

を行 に、 ズ や ームといった び

のよ な だと、で なくても大して問 ない

ので、見 しをする ないからです。だから、

て大学生にとって に ける る

を び、 のことを に大学生に く 明します。

「この トで問われているのは なたた に

られている力で、これを に けなけれ いけませ

。 にこ いった トを開 している

たくさ って、これから の で に わ

れます。 ニ ーで る さ のよ に問 を

解いているかを る研究なので、 力 に し

てください」とい こと、つま 、見 しをした方

いいとい ことを く ー した上で， い

行 を るのかを しました。 

 これは に 開 に関わっている

トなので、 な問 を 開することはで ない

のです 、い い な の問 ます。 くの

合は になっていて、国 の 解問 に

かな く、 力で と られている

を で るよ な になっています。 

 に、 の詳細な です（Slide 7）。 

 

 に達成目 を するた の 問 を行

い、 の に ン で トを けてもらい

ました。6 問目 わった に ト 果

に表 されます。 ての 者に、 、 問

の 解 、 トで している内容について

ードバ クしました。これは 群と

群で 一です。 群の特 は、大学生の

Slide 6 

Slide 7 
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、大学生の中での 分の な 、

の上 ー ント、下 ー ントといった

報を したことです。 、 問 解の 合

は下 5 の F、3 問 解の 合は な C とい

で、 報を に て に

ードバ クで るよ にしていました。 ードバ

ク は Slide 8 のよ になっています。 

 

 群での 、 で った 分に

や な成 されます。 群では

だけ されるよ になっています。こ した

な 報 ると、 らに 向けられて，問

解 に を向けるた のリ ー や 力 る

のではないかと 、 つの群で見 し方 わる

のか かを しました。 

 問 に った 目の は Slide 9 です。大

く つの目 を は しました。 

 
 

 

 Slide 10 は、達成目 と ト の 群の

です。 

 

 達成目 と ト は群 で いは ませ

でした。つま 、 群と 群に 者

を分けたのです 、 れ れの 群に な い

は見られないとい 果 られました。ただし、

しなくてはいけないのは ト です。

の で られた を って、

3 問になるよ に問 を でいました。だから、

の 者も な大学生で れ 、 の

3 になるは だったのです 、 れよ も

高くなってしまったのです。この は

中に行ったのです 、 中に 2

らいかかる にわ わ してくれた学生な

ので、 の高い、やる の る学生 まってく

れたので、 と成 かったとい

ます。これ やや 上の問 では るのです 、

のことを ま た上で， のお を いていた

だけれ と います。 

 以 メ ンの関心についての 果にな ます。

Slide 11 は、 といい、 れ らいの 合で解

を見たか、 するに、解 ンをクリ クした

合を しています。 、 問 の

100 とい のは、 解した問 の ての問 の

を したとい ことです。3 問 解して 3 問

ての解 を したら は 100 にな 、2

問 解して の 1 問だけの解 を したら

Slide 8 

Slide 9 

Slide 10 
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は 50 にな ます。 

 

 に 問 の は、 っていた問 の

問解 を したかとい 合です。2 問

て、2 問とも解 を したら は 100 に

な ます。 

 を見ると、 群と 群で く よ

な 果になっています。また、 と の 者、

20 中 16 17 、 た問 ての解 を見

ています。 い ると、 た問 については

になるからクリ クする 向に ったとい

ことです。一方で、 問 では、 以上の

者は 0 でした。つま 、 分以上の学

習者は 解した問 については 1 問もクリ クをせ

に、 のよ に れ 解けたのか、 分の

方 合っていたのかについては く を向け に、

合っていたから れでいいといった で学習を

していたこと 分か ます。 

 このよ に、見る は と見るし、見ない

は く見ないとい で、0 か 100 に れいに分か

れています。つま 、 に大 いこと

ここから見 てくると います。 

 Slide 12 は までに、問 ごとの、解 を し

た と解 を した です。 に だ

と ているのは です。 は、 に

よる見 し の いを指 したものです。

大 い 、見 しに った に

ます。 かな 大 いことから、 っ

く と解 を見てこの問 は れ よかった

のか る もいれ 、 だけ見て、 分

かったから とい で見 しを わ にしてし

ま もいること 見 て ます。 

 

 に を見ると、 に っく と解

を見ている 者もいました 、解 を見る

ンをクリ クした 者の 3分の1 らいは、

解 を見て のよ に たらよかったのか

ら に、 分 だ と 解の だけを

見て わ にしていたこと 見 て ました。 、

見 しをした の中でも、 しか見ないで わ

にしてしまった いたとい ことです。このよ

に，見 しの 方は によってかな なること

見 て たと います。つま 、 と に見

しをする もいれ 、 でない 者もいたと

い ことです。 

 この い 達成目 によって 明で るか か

を に分 しました。Slide 13 の 果の 分だけ

ると、習 目 高い学習者は 問 の解

を と見る 向に ました。 
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 つま 、 ンをクリ クする 向に ったとい

ことです。一方で、 問 については達成目

との関連 見られませ でした。 問 は と

ての 解 を していたので、

よ なかったとい ことです。 問 は 分、

分に分かれていたので、 の いを まく習 目

の高 で 明で ました。 

 に、 について を つに分けて、Slide 

14 の 果 分を れ らい見たのか、 の 分に

れ らい目を向けたのかとい ー を しま

した。 

 

 の ー を って、 い の 分をよ

く見ていたのかを分 しました（Slide 15）。 

 

 Slide 16 分 の な 果です。 な 分だ

け って 明します。ま 、 報の

について、 群は 果 分をよく して

いたとい 果 見られました（Slide 17）。ただし、

この 果から 報 るとよく見るとい

には な らな ませ 。こ らも 上の

ったかもしれないと で ったのです 、

も も 群は 報 いのです。 群

は しかないのに、 群は にもい い

な るので、 に見る くなっ

てしま のです。だから、 かっただけで、

報 になったのか、 報 かった

から のに かかったのかに関しては，

の研究からは分か ませ 。 

 

Slide 13 

Slide 14 

Slide 15 

Slide 16 

-  40  -



 

 

 また、 ト成 によっても い ました。

成 の い学習者の方 分をよく見ていたと

い 果にな ました。これについては、 た

問 い 解 を していたので、

の 果と 合 だと ます。つま 、 た問

い は解 を見よ とクリ クしていたので、

に こを見ていた も くなったとい こ

とです。 

 最 に、達成目 の についてです。習 目

高い学習者は 分をよく見る 向に まし

た。解 を するた に ンをクリ クすれ 、

こを見ていた は くなるので、 の

果と 合 にな ます。 

 行 目 高い学習者は 果 分をよく見る

向に ました。これは理 と一 する 果で、

と して 分 れ らいで るかを にし

ている学習者は， ー ン の 果にかな

を向ける 向に ること 分か ました。 

 行 目 の高い学習者は も も に

ンを す くて、やは ードバ

ク 報 されても、 ま らを見たくない、

トは わ にしたいといった で，学習を け

る 向に ること 分か ました。 

 

 

 一連の 果を Slide 18 に にまと ました。 

 

 ま 、 解した問 の解 を する学習者は

以下で ること 分か ました。 合ってい

れ れでいいと って，学習を てしま

いとい ことです。 解していたとしても 方

まで合っていたとは らないので、 方 合って

いたのかを すること で るにもかかわら

、 のよ な学習 され 、合っていたか か、

れ らいで たのかに， かな 向いてしま

とい こと 見 て ました。 

 習 目 高い学習者はよく見 しをする 向に

ました。習 目 は失敗 とつな 深い

だと ので、失敗を活 する 向 や学習内容

を に ける 向 を高 るた の けをして

いくこと で るとい こと ， の研究か

らも で ます。 

 報については， は特に 見ら

れなかったのです 、この問 として、 者の

くの成 かったこと られます。成

い で れ 、 報 ると かしさ

や しさを やすくなるので、 な

を することによって，見 しをしなくなる

ます。も し な 者を に研究

を進 る ったと います。 

 ただし、これについては の 方もで ます。

の に 者に ン ーをすると、

れだけで たのか になると かっ

たのです。 群のよ に 分の しか さ

れないと、これはもしかしたらとてつもなく い
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果なのではないかと， に いてしま

なから いたのです。 のよ に て ると、

な 報で 分の な立 を ることは

学習 にとっても と ること で るので、

こ した 報は い方 でかな 果

わってくるのではないかと ました。

報を やって するか、 るいは学習者に

させるのかも ま て、 をしていく

ると ています。 

 の 表は に見 しをするか かとい

で してしまったのです 、この は見 し

の に関する 表も るので、 らと せて

を深 られれ と います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教  

柴 里実（東京大学） 

 

 は「教 の と 」とい ト で、

を ー とした基 研究を 研究で行い

ました。 な内容としては、 カウン リン

の中で教 とい 失敗活 の方 され

ていて、 の方 の に 目した研究をご 介した

いと います。 

 

 

 学習 での は、 か学 だ や問 解

に だ に 分の学習 を した 、

った することです。 は大 だと

しも われたこと ると いますし、 生方も

のよ に こと るかもしれませ 。学習指

にも 活 を れまし とい 記

るよ に、一 に ることは学習にと

って大 なことだと はされていると います

（Slide 1）。 

 

 しかし、 るのは学習者にとって ト

高く なもので、特に た問 に向 合 の

は だとい 学習者は いと います。学 代の

の な です 、 バ トで学習指 を

していた 、「 た問 を解 すの くさ

い」と 学習者 なく ませ でしたし、「

ト わったからいい 。 ト しをな

しなけれ いけないの」と われることもたくさ
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ました。 の中で ることの を

ていなけれ ら ことはないのではないか

とい ことを て ました。 

 このよ な問 を っと っていたことも

、研究を る に 7 の中学生を に な

ン ーを行いました（Slide 2）。 

 

 「 のよ な を行っているのか」「

に関して のよ な 方を っているのか」

「学校では のよ な授 を行っていて、 生は

に関して のよ な指 をしてくれているの

か」な 、 ト問 、 ト し ート、授

ートな を見な ら、 しくない で一

30 分 しました。 な 向としては、

は だとい 生 7 中 6 いて、これ

は に ト し ートのことを指していること

かったのです 、 ト わったら の の

は わ と っていること の一つだと

られます。 

 生の指 については、 の なのです 、教

な で、「 い 内容を った

らいいよ」「 い 方 で ったらいいよ」と

に教 てくれる 生と、「解 しをしなさい」

と ト しを すだけの 生と、 も指 しない

生の 3 ーン ると われました。 

 ン ーをして て、問 として一 に

なったのは 表の の生 の の です。

生に の指 をしてもらっている生 た

です。上の生 は中学 2 年生で、「1 年生のと に

の 生に の 方を教 てもらってから

分で 教科に している」と っていました。

の ートや ト しにも に教 やポ

ント、な 分は ってしまったのかを書いてい

ます。 

 下の生 は、「 っと 生からやれと われて、

やっているけれ 、 成 も伸びないし、ただ

ただ くさい」と っています。この生 の教

を見ると、「問 をよく でいなかった、 ート

をもっと見れ で たと 」とい もの く、

生の指 るのに、この の いは な

のだ とい とこ を っかけとして、 の本

につな よ と いました。 

 

本研究  

 して下の生 「 の ない」と

てしまっているのか、もしかしたら に

なのは行 ではなく、 の に る なのでは

ないかとい ことを問 として、 行研究では

に関する基 研究 ないことから、本研究で

は のよ な学習者 につな る な

をしているのか明らかにしよ と いました。 行

研究と学習者への ン ー 果の 見からSlide 

3 のよ な を立てました。 

 

 生の指 と な学習者特 れ

行 はするのです 、 の の は学習者の特 に

よって されてしま のではないか、 ま

でない をしている学習者は成 に び か
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、 ト だけ 増 て、 は

ないものと ってしま のではないのかと

ました。これから 行 について した研

究 1 をご 介して、 の 、 を した研究 2 に

ついて、 やって を したのかを にご

介します。 

 

研究1 

 研究 1 は「 問 による 行 の

教師の指 と学習者特 に 目して 」とい

名です（Slide 4）。 

 

 研究 1 では中学生を に 問 を行いまし

た（Slide 5）。 

 

 問 の内容の一つ目は、学習 です。学習に

して のよ な 方や を っているかを

るた に、 の市川ら（2009） 成した を

いました。 

 つ目は、学習者の 行 です。これも

の を いました。「 から けをした に

問 を解 していますか」「 った問 った

と に、 して てしまったのかと ます

か」「 な問 に た問 を して て解 しを

しますか」といった 問 目で 行 を

ました。 

 つ目は、 に関する教師の指 の で

す。 で としてやれと だけなのか、

な方 まで指 してくれるのかな を いたもの

です。 

 つ目は、 を の だ、 しいと

ているかとい ト です。 

 最 は、学習 に 明活 を の してい

るかです。 ン ーをしていて、

とで ている子は 分の を 明で た 、

問してもしっか とした って た した

ので、もしかしたら 明活 を れくらいして

いるのかも関 してくるのではないかと ました。

これに関しては、学 だことや分からないことを友

達 で 明し合 機 や、授 中に 分の や

学 だことを 明する機 るかとい 目を

分で 成して いて ました。 

 分 では、 を って 分

を行いました（Slide 6）。 

 

 1 では 立 の 果、 2 では教師の

指 の と、学習者特 （ 明活 、 ト

、 学習 、 学習 ）との

を れています。 義 学習 は、方 、
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理解 向、失敗活 向な 、 心理学では

学習に だとされている学習 です。 義

学習 は、 記さ すれ でも問 解けるよ

になるとい 記 向、たくさ 解け 問 解

けるよ になるとい 習 向、 生の教 方さ

けれ で るよ になるとい

向な 、 ま でないとされている学習 で

す。 

 果としては、 学習 以 は 行

を するとい 果にな ました。 生の指

って、 から 分の や学 だことを か

に 明していて、 ることを だと ってい

なくて、 理解や方 を し失敗を活 しよ

とい 学習 を っている学習者の方 、 から

学習 に 行 をするとい 果になってい

ます。 

 

研究2 

 研究 2 は「問 解 から する教 の に

関する 教師の指 と学習者特 に 目し

て 」とい 名です（Slide 7）。 

 

 ここで教 について詳しく 明します。教

は カウン リン の中から生まれたもので、

問 解 に、この問 をやって たことによって

分かったのかとい 教 を学習者 すこ

とです（Slide 8）。これは問 を解いた に をし

て、解 しをして わ ではなくて、 てし

まった や問 のポ ント、 分は い もの

なのかを 葉として しておくものです。 

 この問 は ポ ントなのかとい 問 に関す

る内容に て、 分は のよ な を しやす

いのか、 分は 理解で なかったのかとい

分に関する教 も ので、メ を

学習方 だと っています。 

 

 教 を った 行研究は や 研究

く、教 を った方 の の問 解 の

上 った 、学力の高い学習者の方 教 を

く していた 、 の いとい ことは分か

っています 、教 は特に しく、学習者にと

って するには し な方 で ることも分か

っています。 に している は ま おら

、 な のた には 介 す かとい

こと 行研究の として られています。。 

 本研究では教 の に を てているので、

い教 とは いったものなのかについて て

ました（Slide 9）。 
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 瀬尾 生 2013 年の教 講 の開 でおっ

し っていたことは、教 を ると に、「

理 と 」とい と、「 と 分」と

い つの で るとよいとい ことです。これ

はまさに だと っています。問 を解いて

てしまったと を て しいのです 、ま

分の は こか解 と見 て します。 に

して てしまったのかを るのです 、

ここでの 分 の内容としては、「 をして

しまった、や 方を れてしまった」とい もので

はなくて、 に こ 理解で ていなかったの

か、本 は しなけれ いけなかったのかを

て しいのです。 

 の 分 の に、「こ いった問 を解く に

に を けなけれ いけないことは だ 」な

、 分の について ます。ここでも「た

くさ 問 を解いて れない、問 をしっか

」な 、表 なものではなくて、 な

に れ、 す 方 や問 の プを

した記 るとよ いと っています。 

 では研究の な方 です（Slide 10）。 

 

 は研究 1 で 問 を行った 687 の

204 です。 問 は研究 1と ものを して、

れに て、教 を 成しました。

は中学 1 2 年生だったので、1 方 または連立

方 を した さの を教 とし

て しました（Slide 11）。 分 は、 、

尾さ とい 方 行研究で教 を いて

いてお 、 の教 にならって 成しました。 

 の さ問 と 分 に て、 者

分 も行います。これは、 子さ とい

の てしまった を して、「 子さ

は して てしまったのでし か。 に

子さ ないよ にするた には のよ な

ドバ をして ますか」とい 問 になって

います。 

 

 学習者はま 問 に て、 の 、教

に ます。 で 30 40 分にな ます。

問 を解く の を見たかったので、「 ま

し ムは わ 、 をするな 、 らでも し

ていいので、 分の ていることを書 してく

ださい」とい ことを しました。 解した学習

者には、「 こに を けてこの問 を解 ましたか。

分からない子 いたら い とこ ポ ントだ

よと って れ いいですか」と って、 分

を解いてもらいました。 

 Slide 12 は教 で て た記 の 方 に

ついてです。 
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 学習者の教 記 は、高校の 学の 生と の

で しました。教 記 を て見て ると、

に「 で なかった」「 分からなかった」と

い 分 の記 と、「 は に を ける」「

するよ にしたら解けるよ になる」とい の

記 と、 分 と に共 するものとして一

な解 方 とい 3 の記 に分けられると

しました。一 な解 方 は、問 ではな

く、い い な問 を解く に共 して る方

のことで、 表活 は一 な解 方 です。

の問 は 表を と 報を 理して解 やすくな

るので、 表活 方 に関する記 もたくさ

ました。 

 に たっては、学習者 分のつま を

で ていて、 れに する 分 と の 分

に した 書けているかとい 一 を

して を行いました。 

 つま についてご 明します（Slide 13）。 

 

 204 分の問 の解 を分 したとこ 、 つの

つま に分 されると しました。 方 の

、 「 さ 」の関 理解、

の を で る、 なく 解を

すとい ものです。 だったの 、 方 の

で 分以上の学習者 つま いていたことです。

方 で ていないことを したかと

い と、xy な を も わ に、問 の だけ

を たすら している る学習者はここに

分けています。 と に関しては と でつ

な ので、 に ている学習者 います。

れは 方にカウントしているので、 の

合っていませ 。 

 は 分 記 の についてです（Slide 14）。 

 

 学習者の記 を見て、 心理学の 見に基 い

てこのよ な 基 いいのではないかとい こ

とを して 3 らい した 果、一 い

のは、問 ー や についての内容な

問 に関する な内容も な ら 分の

を分 で ていることとしました。 

 以下は て の学習者の記 を って ま

した。 分 で 2 としたのは、「 で てい

るのに、 を のかかった を 108

分のまま してしまったから、 は てしま

ったのだ」と書けている記 です。「1 48 分を

108 分としたから た」のよ に、 してと

いているのに、 こを ている 1 の記 はと

ても かったです。「や 方を れてしまったから」
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「 にやったのに、 ていなかったから」と

い 、 る内容または 分の を で

ていないと われる 0 の記 も かったで

す。 に 2 を れた学習者は でした。 

 は 分 の の の記 です（Slide 15）。こ

れも 以下 の記 です。 の 成で「一

つの に書いてください」と ってしまったので、

分 か で、 を と 書いていない学

習者 かったの 成の でした。2

の 基 は、問 ー や について

の内容や、問 を解く の な な内容

る記 です。 

 

 2 の記 を書いた学習者は、最 の方 の

でつま いた子です。「 たいものに を

くといい。 は の を たいから、A B の

を x、B C の を y と いて連立方 を立

てる だった」と書いています。 し と分

の内容 か ってしまっています 。 

 1 の 基 は、問 に した内容では る

、 るいは 記 向の学習 か る

記 です。記 は「これからは連立方 を 」

「 さの を 記する」とい ものです。 

 0 の 基 は、 るかつ 学

習 か る記 です。記 は「問 を

と 」「 問 を も解く」「分からない

とこ は 生に く」です。「問 を と 」

とても かったです。 

 記 の を するに たって、教

は失敗を につな る方 なので、 分 よ も

に を いてよいと ました。 こで、

分 の と の を のまま するので

はなく、Slide 16 のよ な基 に って記 を

として しました。 の に て、

た 3 の の一 な解 方 の記

れ としています。 も最 は 表活 方

だけを していたのです 、 に記 を見て

たら、 方 と、 なので 解方

て たので、 れも としています。

してこれ 分 と に らないかとい と、

分 で 表を活 して 報を 理で なかったこと

と、これから 表を活 して 報を 理しよ と

のは 義だと たからです。 

 

 な教 記 の についてご 介します

（Slide 17）。 

 

 これは らも を られなくて、 を

せなかった学習者の記 です。 らの学習者も
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1 48 分を 108 分のままで しています。上の

学習者は 分 で を るとい ポ ント

を で ていて、 に 分 解く の を

に書けているのです 、下の学習者は 分

「や 方を れた」とい 表 なものになって

いて、 を分 で表すの 問 のポ ントとして

いるよ な記 をしているので、 ま くない

として ています。 に下の学習者 書いたよ

な「 習をする」「 記する」「や 方を る」

「も 一 解 して る」とい 記 かっ

たので、 記 向や 習 向の学習者 いのでは

ないかと ています。 

 Slide 18 は、つま ポ ント の学習者

れ れ して れ らい教 を っているか

を したものです。つま の学習者 分以上

だったので よ も高くなっています 、 に

関しては 解に いている学習者 高

くなっていて、内容としていい教 書けているこ

と か ます。表で表しただけなので深い

はで ないのです 、もしかしたら の問 に す

る理解力 教 の に されているのかもし

れませ 。 

 

 分 は 分 で研究 1 と で

す（Slide 19）。 は 属 行 でし

た 、 は教 の としています。 

 

 1 では 果、 2 では教師の指 と の

の の を れました。 学習

のまま教 の を するのではないか、また、

明活 と 生の指 の 合わせ 果 教 の

を するのではないかとい 果にな ました。

に と、 から 明活 を行っている学

習者にの 生の指 いて、教 の を高 る

のではないかとい 果です。しかし、 は 204

中 100 中学校の生 で、 の学校では

一 の 生 学を指 しているので、 生の指

については まく で ていないのではないか

と っているので、 れも して見ていただけれ

と います。 

 Slide 20 は 生の指 と 明活 の 合わせ

果を に 分 で分 したものです。

の方 になったものです。 明活 高い

の群の方 生の指 よく いて教 高

くなっています。 
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研究  

 研究 1 と研究 2 の 果を ま て します。 

 

 Slide 21 に 学習 の と ます 、

理解 向や方 といった 義 学習

行 共に なこと 分か ました。

学習 は学習に する 方なので、記 に

に表れてくるのだと われます。学習 については

や教 を った 行研究で っと指

されていて、 は基 研究として 明で たので

はないかと っています。 生の指 の 果につい

ては、 生の指 った方 行 するとなっ

たのです 、 は の方では まく で てい

ないことを しつつ、 に 生の指

するのではなく、学習者の特 によって されて

しま のではないかとい こと られます。 

 は まで ま されてこなかった と

して、 明活 を学習者の特 として ました。

果からは 義 学習 と らい な

で ると ってもいいと のです 、 明活

を く 問 目には、「授 中以 でも友達と学 だ

ことや分からないことを 明し合って する」と

い 授 以 の 目も ました。こ い ことを

する学習者は学習 高いと られるので、

の として学習 いて をするとい

よ につな っていることも られます。でも、

分で教 を て するとい 教 の方

のポ ントを ると、 から 分の を

するとい のはメ 活 をしているとい

ことでも って、教 の や、 も も教

に関して大 な なのではないかと っ

ています。 

 は分 の 果ではなく、 から見 た学

習者の 向です。一つ目は、 ト わった

ら の は わ とい ことです。 の と

中学 2 年生だったのです 、 2 年生は 1

関 を習っていましたた か、1 関 のよ な

を立てている学習者 たくさ いました。 とし

ても「1 学 にやったのに」「解 を見て 、これ

かと った」とい もの ったので、こ い

いのではないかと います。この

は で行った ン ーでも見られました。 

 つ目は、解 に び かない 表の書 方です。

表を解 に したのです 、 の解 で表を

した学習者は一 もいませ でした。A、B、C、

、 さ、 さ、 わ とい よ に、書いて

ることを 理する 分 のよ な はたくさ 書い

ていたのです 、 に立 に活 で るよ なも

のを書いている学習者は と いませ でした。 

 つ目は、 い 記 向です。3 年生だと

を するのかもしれませ 、中学 1 2 年生だと

まだ「 トは わったから は わ だ」とい

よ な 方で しているのではないかと い

ました。 

 の研究はとても基 な研究なのです 、

への についてお しします（Slide 22）。 
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 、研究に 力してくれた学習者の中で、い

な 教 を書けと われて書ける子は と いま

せ でした。 からやっていないと、「い な

と われても」とい で、とても しいこ

とだったのだと ています。教 に なメ

や はとても高 な学習方 では るの

で、 は では ませ 。でも、

研究から 分習 な方 で ることも分かって

います。瀬尾 生の 研究では、教 講 を

行った に、 の授 や 学習でも教 に

ことで な 増 るとい 果も

ます。 

 れと の 果を せると、ま は 生の

な指 大 になるとい ことだと います。

い 目 で をするのか、 をすると

のよ ないいこと るのか、 に は

のよ なことをやったらいいのか、 けだけで

いいのか、解 しをするのか、 の の教 まで

すといいのかをま て ると、学習者にと

っては らないことなので、「 、 なのだ」と

ると います。 の に、 に授 の中で、

を して るな の な の

、 明活 の学習 への けをして

ると、教 の や の の向上 さ

らに見 るのではないでし か。 

 生や友 からの ードバ クと書いたのです

、学習者は い 教 いいのか分からないの

で、友達 書いているものを共 するの とてもい

いと いました。 に学習者に ン ーした

中で、教 な指 をされていた 生は、

ト わるごとに、 かった教 や目の け

こ かった問 のポ ントを して、ク

なに って共 していました。 

 は教 の の向上までは ていないのです

、 い とは い ものか、ご ご にな

っていたものを一 まと て、 の方で させて

もらって、 い 学習者 い教 を してい

るのかを明らかにした研究でした。 

 本研究の の一つ目は、教 の 成 ま

くなかったことです（Slide 23）。も し 分

の と の と分けた方 学習者は書けたので

はないかと います。 つ目は、問 に しない

ー リ ク 成です。この 基 も さの問

に しているとこ るので、 い ものに

しない い教 とは かを る だったと

いました。 つ目は、学習者 れ れの学力に合

った教 です。 は 習とい ことを

として行いました。 の さの問 で xy を こ

とを らなかった学習者 、「こ なので x と y を

だ」と解 を見て いたなら、xy を

を って解くのだとい 教 はとても大 いもの

だと のです 、 は「 て な習っている

は だよ 」とい のを とした上で したの

で、 し しいもの ったのではないかと いま

す。 
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時  

・  

篠 谷 圭太（日本大学）・小山 義徳(千葉大学) 

 

 日の 表は「 習 の 問と授 の関連 けの

果 RP 問 の 容に 目した 」につ

いてです。この研究は小山義徳さ との共 研究で

す。RP とは、授 に学生 書くリ クシ ンペー

ーのことです。 

 

義  

 この研究は大学での講義 授 を にしたもの

です（Slide 1）。 

 

 講義 の授 の問 としては、 し

いこと、つま 、学生 って 生の 明、解 講

義を くだけで すること とされているこ

と、学生の理解深 に な 問生成 ないといっ

たこと られます。ただし、 講者 いと、

学生 の授 を行 ことは しいと います。

に 担 している教 科目としての心理学の

授 では 400 を ているク も 、 大

の講 をしているよ な メージです。こ いっ

た中では、現 にはやは 講義を行わ るを な

いとい ます。 

 講義 の授 の 合、 問を促すことは しく

（Slide 2）、学生はなかなか 問 で ませ 。「

問は ますか」と講義の中で いたとしても、

を ることはで ませ 。これまでの研究で

は、学生は を で 問しない、 問すること

で 分の 力 いこと に られてしま の

で 問で ないとい こと 指 されています。 

 
 

ション パ （ ）  

 このよ に講義中に 問を ることはなかなか

です。 こで 目したの リ クシ ンペ

ー ーです（Slide 3）。 

 

 以下 RP と びます 、この RP は、 に って

しま 授 に記 する のシートです。

「教 て させる授 」の中にも とい

ェーズ ます 、 の活 と だと って

いただけれ と います。これは授 内容に関する

や 問を に記 する活 です。記 のポ

ントとして、 日の授 で分かったこと、

分からなかったこと、 の の について書いて

もらいます。 に の授 では のよ に書いて

もらっています。 
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 RP のメリ トとして、ま は 名 される

こと られます。学生は教 に するので、

教 には見られるのです 、 の学生には 分

を書いているか見られないので、 目を にせ に

分の や 問 書けます。 つ目は、 者

のメリ トとして、 をするの だとい こ

と られます。 を れ よいので、特 な

ークシートを する ませ 。 つ目は、

さま まな ることです。 学生

の記 を 成 に活 した 、 された RP

を 代わ にすること で ます。このよ に

して授 の に でいくこともで ます。 

 ただ、RP には を書いてもいいとい わけではな

く、理解の深 につな るよ な記 行われるこ

と 望ましいです（Slide 4）。 

 

 、学生 「分かったこと」とい に書く

ことは、大 く 記 と 記 に分 すること

です。 記 は、 分な の で った

、 分の との関連 けを行わない記

です。 、 心理学の中の「 」

を ー として ったと に、「 について

分か ました」と学生は書いた します。分かった

こととしてこ い 記 る 合は 記 とな

ます。 

 れに して、 記 は、 の と関連

けた 、 る一 の をした して、学 だこと

をさらに の 、 のト クに させている

記 です。 、心理学の理 を授 で学 だと

に、「この理 は 分 やってしま の行 を

明で るかもしれないと った」といったよ に

している 合は、学 だ内容を の日 に

させているので、 記 と ます。 

 また、「分からなかったこと」として学生 書くも

のにも、 問と高 問 ます。 問

は なる の です。 、「 生 れた

は 年に行われたものですか」と で られ

るよ な 問は、基本 に の なので、

問です。 れに して、 の を問 、な

を問 、 の との関連を問 問は高 の 問

と分 すること で ます。 、「 日学 だ理

は 学 だ の心理学の と のです

か。 関 しているのですか」といった 問は、

の関連を問 ているので、よ 高 の

の 問と ます。 

 ここまでの でお分か になるかと います 、

心理学 には、 分の との関連 け、

の関連 けを行 記 、 の関連を問 高

問 理解の深 に で ると ます。 

 こ した RP の記 の を高 る上で大 なこと

として一つ されているの 、学生の問いを授

に することです（Slide 5）。 

 

 つま 、 に RP を書かせて させるだけにす

るのではなく、 れを授 に して、学生と教

の に まく活かすこと だとい こと

です。ただ、この活 の 果に関して な研究

されていなかったので、東京大学大学 生の小
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田 と 2014 年に共 研究を行い、RP に書かれた学

生の 問に教師 することの 果を しまし

た。 の研究では、RP の 問に して の授 の

で る、補 明をするとい 活 を教師 や

ると、RP での 問 、高 問 増 ると

い 果 られています。このよ に、学生から

て た問いに補 明をして、 に するこ

とで、RP の記 の わっていくこと 分かって

います。 

 

 

 大学で担 している心理学の授 は 90 分で、

の 成は Slide 6 のよ になっています。 

 

 ま 、 の RP の中でいい問いだと ったもの

を ク プして、授 の で補 明します。

の上で、 の日 ー について 習も しま

す。 に、 の日のト クに関する教 の

ーを って でもらい、 問も書いてもらいます。

の 、70 分 、 の方から解 講義を行います。

こ らは一 な講義を メージしていただけれ

と います。心理学 やト クに関してい い

な を な ら、分か やすくか いて解

しています。最 に 活 とい ことで、RP

に分かったこと、分からなかったこと、 の の

を書いてもらいます。 

 の研究で行ったことは、 で書かれた

学生の問いを授 に することです。 の授 の

に って て、学生の問いを一方向で わ に

するのではなく、授 との関連 けを行いました。

の 果、学生 してくれる問いの わって

いったとい こと の研究 果にな ます。 

 ここで 目したのは、学生の問いを授 に

する機 は 習と解 講義の にも るとい こ

とです。教 を ませて 習をさせ、問いを さ

せているので、 の問いを の日の授 と関連 け

ること で るのではないかと ました。 の

果は のよ なものかとい こと の研究の問

いです。特に 目したのは学生の RP や 問するこ

とに する 方、 に る です。 生

学生の問いを い上 て、 れを授 と関連 けて

ることで、RP のものの い方や、 問するこ

と の メージに 表れるのではないかと

ました。 

 

学  

 の研究で 問 は に っていました。

RP といい、学習者 RP を い ー と

して ているかを る 問 です（Slide 7）。 

 

 この 問 には つの下 、一つ目は

内容記 向で、RP は大 なポ ントを るた

に るのだとい 方です。 つ目は

向で、RP は 生と するた の ー なのだとい

です。 い方は いです 代わ とい

ことです。 つ目は記 向で、書く力を に

けるた に RP は るのだとい 方です。

つ目は理解 達 向で、RP は 分の理解 を
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るた の だとい 方です。 

 問 の も 目しています。Slide 8 は小

山さ 成した で、学習者 問することに

のよ な メージを っているかを る 問 と

なっています。 

 

 こ らの下 は つ ます。一つ目は 問

で、 問を ること だ、大 だと、 問

することを に ている 合いです。 つ目

は 問 で、 に 問を ることはしたくない、

くさいと ている 合です。 つ目は 問

で、 問の 方 分から 、問いを ることに

さを ている 合いです。 つ目は問 解

で、問いを って解 していくのはとても しいと

ている 合いです。 つ目は理解深 で、問い

を るのは理解を深 るた に なのだと て

いる 合いです。 

 目するのはこ いったもので、学生の問い

を授 と関連 けることで、学生のこ いった

もしかしたら わるかもしれないとい ことを

ました。 

 

本研究  

 しにな ます 、本研究では、学生の問い

と授 の関連 けを介 として行いました（Slide 9）。

の研究では、RP の 問を 上 て授 に

しました 、 は最 に 習させて、 の 習の

中の問いを授 に した います。 の に

属 として 目したの RP や 問 です。

RP または 問を のよ に ていくか、 の

方に るのではないかとい こと まで

だったので、 しました。 

 

 の は、都内 立大学の心理学の 2 ク

です（Slide 10）。 

 

 これは教 科目で 1 年生から 4 年生まで 講で

ます。授 担 者は です。 に 1 で、月 ク

と ク の 2 ク 開講されています。月

ク を介 群、 ク を授 との関連 け

を行わない 群としました。 

 年の授 なのです 、 は でこのよ な

介 を行いました。 に 問 を し、 者

の特 として、心理学に する や 機 け、

理解 向、 を しています。 理解

向は学習 の下 の一つで、学習の中で れ

だけ のつな の理解を大 にしているかとい

った です。 は の らい に心理学を

っているかです。 問 の 果、 、
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理解 向、 い れにおいても群 に

な は見られなかったので、月 と のク

で した学生の ったのではないか、もとも

との 機 け ったのではないか、学習 っ

たのではないかとい ことは には ない

果となっています（Slide 11）。 

 

 は 2 から 10 までに を てて、研

究報告としています（Slide 12）。 

 

 11 、 12 、 13 は 心理学の ー

に っていくのです 、 になっているのは

に 心理学の ー です。 2 から 5 は

ー ン と けて、 らのク でも

活 、 授 の進 方をしています。 の

問に する から 、 習をもとに問いを

ってもらい、講義 に RP を書いてもら ことを

らのク でもやっています。これは の

を さ るた です。 して、 6 の授 では介

問 を し、い い な の を行っ

ています。 の上で、介 に けたの 7

から 9 です。月 ク にだけ の授 プ

授 との関連 けを行い、 習の中で学生 書

いた問いを授 に れまました。 して、介

の 問 を 10 の授 の中で しました。 

 

ス  

 Slide 13 は、介 の 8 の授 ドです。 

 

 介 ク では講義の最 に「本日の内容」とい

ウト ンを します。「 8 の ー は

行 で、 の 義、 の生 に関する理 、

の 方 について います」とい をすると

に、「 さ 習の中で、 な も も は

してしま のだ とい 問いを書いていたけ

れ 、 れは 2 目のト クで います。 す

れ を け に のだ 、 しなくて

のだ とい 問いも かの学生 書いてく

れていました 、 れは 3 目に います」と、授

と学生の 習の問いを関連 けます。 

 9 の授 ドは、 ー で、

者 いることで、 の 行は い

を けるかとい ト クです（Slide 14）。 促

進や の て たと に、「 さ は

な に見られることで促進されることも れ 、

されることも るのだ とい 問いを っ

ていました 、 からこの 明をします」と学生

習 に っていた問いを れて授 を展開し

てい ました。 に ク にはこの

Slide 11 

Slide 12 

Slide 13 

-  56  -



 

の 分は てこないですし、 も授 の中で れな

いことにな ます。 

 
 

 

 介 と介 の 問 にはいくつかの

まれてお 、一つ目は の RP で、RP を い

ー と ているか しました（Slide 15）。 

 

 つ目は 問 、つま 、 問することに して

のよ な メージを っているかです。 つ目は

習方 で、授 の最 に教 られて 習活

をすると に のよ なことに を けているか、

のよ なことを ているかを問 ものです。

クロ理解とは、心理学のト クや のよ

な なのかに して 方 にな ます。 ク

ロ理解とは、大まかな内容をつか よ に、 れを

つか よ に とい 方 です。日 関連とは、

分の日 な と び くかを る方

です。 問生成とは、 こ 分からないかを な

ら だとい ものです。 

 つ目の授 内方 とは、 の解 講義を いて

いると に のよ な 理をしているかです。大

なとこ はメ を な ら くメ 方 、 分の

と関連 けな ら く 方 、分からない

とこ は こかを な ら く 問 の 合を

しています。 

 Slide 16 は、介 で介 群と 群で RP の

の に い 見られたのかを表したものです。 

 

 を に分 したとこ 、 向

の に い て ました。 向では ま

す 、この 果から、介 群は RP を教師とのや

と の ー と るよ になること されま

す。 

 Slide 17 の 問 に関しては群 に な は見

られていませ 。 

 Slide 18 は 習方 の 果です。教 を で 習

すると に のよ な に しているか いて

ると、 クロ理解方 の に群 で い 見られ

ました。 習 の問いと授 との関連 けを行 こ

とで、学習者は な 、心理学の によ

しな ら 習するよ になっていったこと

分か ます。 

Slide 14 
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 授 中の け方に関して いは見られませ でし

た（Slide 19）。 

 

 に いと ったのは Slide 20 の

です。 に学習者の や学習 を していま

した 、 理解 向を学習者特 として横 に

して分 して ると、 問 に な

見られました。 理解 向は、 の

つな を理解すること 大 だとい です。

の に行け 行く 理解 向 い 、

つま 、 のつな の理解 なに では

ない、大 な 葉を 記すれ いいのだとい

いと っていただけれ です。 

 

 は 問 ですので、 問を るの

だ、 しいといった 合いにな ます。この

のよ に したかを見ますと、 の 群

では 理解 向 い でも、高い でも

トで、 に いは見られませ 。 は介 群で

す 、こ らは 理解 向 い 問

の 大 いとい 果になっています。で

すから、この から ることは、 の介

によって、 理解 向の い学習者の 問

上 ったとい ことです。つま 、 理解

向の い は、もともとは 問することを に

ていないかもしれないけれ 、 、 習 の

問を授 と関連 けたことで、 問を るのはい

いことだ、 だといった 上 ったと る

のではないかと います。 

 

 

 本研究における介 は、 習 の学生の 問と教

師 行 講義を関連 けるものでした（Slide 21）。心

理学の を ク プして、「な このよ

な現 こるのか」「 のよ に日 な問 に

で るか」といった問いを 上 な ら、授

の中で「 さ の問いにこ い もの ました

、 こについて詳しく 明して ます」とい こ
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とをや ました。 の 果、RP の 容 見られま

した（Slide 22）。 

 

 

 教 問いを 上 て授 の中で すること

で、RP を を行 ー として するよ

になった、 なくとも 方 わったとい こと

ると います。 

 習方 も、 に した 習へと 容 見

られました。つま 、教 を だと に、 日

特に ク プされ な な心理学 は

だ と しな ら よ になったと ると

います。 

 また、もともと 理解 向の い学習者に特に

見られていて、 理解 向の い学習者の

合に 問への な 上 っていたとい

こと の分 の 果分か ました。 

 

 

 ここまで の 表で報告で ることにな ま

す。授 の 成は Slide 23 のよ になっていて、RP

で学生 書いた問いを の授 に れて関連

けた上で、 は 習の中での問いも授 に び

けました。 

 

 の 果、学生の RP の 方、 問に する

わること されました 、 この で

になるのは学習行 の です。 に見たいの

は、 の に RP の の につな っ

ているか かです。 

 の授 では授 学習を促すた に を し

ています。 の中には、 分で問いを して、

れについて るとい 任 も ます。 問

に する 方 わることで、授 学習の

も わるのではないかと ているので、

は、問いを基にした 究活 な 、授 の の に

る な学習 のよ に わっていったのか

分 してい たいと ています。 

 400 、500 の RP 15 、 れだけで

6000 らいにな ます。プ 授 学習の

の シートも だけ ます。さらに、 習

シートを って させているのです 、これ

も 6000 ます。これを しよ かと てい

ます。 日、 者に して、RP の記 内容は書

こしてもらって、 ー で にまとまってはい

るのです 、目下分 中です。 ってやらなけれ

いけないと ています 、現在のとこ 報告で

るのは以上にな ます。 
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 （京都大学） 

 

 Briefly, in today’s sessions, although Professor Ichikawa 

talked a bit about it already, you can see here the topics that 

were covered in today’s sessions with promoting deep 

learning to cultivate 21st century skills in the morning, and 

then in the afternoon we had cultivating skills and abilities 

to effectively use failure (Slide 1). 

 日は と の シ ンで、Slide 1 に

たプ ン ーシ ンを行いました。 

 
 One thing that we need to think about is not just to 

look at this as something that other people have actually 

presented on, but to consider or induce some relevance for 

ourselves.  Therefore, I would like to ask you to consider 

the personal relevance of  some of  the most important 

things that you may have learned today.  How can we use 

some of  the information that we have actually learned 

today in our teaching, in our learning if  we are students, or 

in our own research (Slide 2)?  I would like you to take a 

few minutes to write some notes on what you think about 

how you can use that information yourself  in your teaching, 

learning, or research.  Then I would like you to briefly talk 

to the person next to you about that.  If  you consider this 

now, it is more likely that in the future this is going to have 

more value than if  you were to think that it was a nice 

presentation/symposium and then two or three days later 

forget what we talked about today.  If  you think about at 

least one thing that might be useful to you in your actual 

teaching, learning, or research then I think it would have a 

greater impact on how you think. 

 最 に、本日 いたこと 、 分 教 ること、

分 すること、 分 研究することのい れ

かに 関わるかとい ことを、一 でいいので、

所の と していただけないでし か（Slide 

2）。 しないと、「いいプ ンだった」と って、

3 日 には も らないとい こと し し こ

るのです。 すことによって、 日の に

もなるのではないかと います。 

 
 

 

ープ カ シ ン  

 

 I will stop you now to prevent us from going over time.  

I will not ask you to report on the points that you have 

discussed, but I will ask you to please remember it and see 

if  you can put into practice the points that you have 

thought about and felt that you could use from this session.  

The real value of  this symposium is only obtained if  it 

made some difference in how you do things in your life. 

 さ にお ししていただいた内容を

ていてください。 さ れ れのご は と

います 、このよ な で共 で たこと

しでも につな っていくといいなと っています。 

 To finish up, as you know, in the 2015 academic year 

there are two research projects that we reported on in this 
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symposium (Slide 3).  2015 was the second year of  the 

development of  school education and the elucidation of  

mechanisms to promote effective learning, or the research 

about the uses of  educational failure.  It was the first year 

of  understanding, measuring, and promoting crucial 21st 

century skills, which was the Kaken project that we reported 

on in the morning.  I think the important point is that, 

during the past 12 months, as you would probably 

appreciate from today’s research reports, there were a lot of  

things that have happened in terms of  these research 

projects. 

 現在、 つのプロジェクト っています。2 年

目の失敗活 科研、1 年目の 21 世紀科研はこれから

も ますので、 よ しくお願いします（Slide 

3）。 

 
 To finish, I would like to thank Professor Ichikawa in 

particular, who has been a very valuable leader in this 

research area, especially in the research relating to the 

educational uses of  failure and failure experiences (Slide 4).  

I would also like to thank Dr Uesaka for the organization 

of  the symposium today.  There are quite a few project 

members that are shared in the two research projects.  In 

fact, there is a lot of  overlap in the research projects, but 

everyone has worked really hard over the past 12 months 

on these research projects.   I think that the value of  any 

research project only comes to fruition through the 

contributions of  each individual member, and that makes a 

very big difference in the success of  a project.  Having 

good team members makes a big difference.  I would next 

like to thank the graduate students and staff  that have 

contributed to the research projects, as well as the Japan 

Society for the Promotion of  Science for their funding of  

these research projects. 

 市川 生、この研究分 において らしいリー

ダーシ プを してくださ 、 と ご い

ます（Slide 4）。植阪 生、本日のシンポジウムをま

と てくださ 、 と ご います。 つのリ

ー プロジェクトの ームメンバーには、この 1

年 でとても くのことに関わっていただ ました。

生さ にも、 の さ にも、リ ー プ

ロジェクトに してくださったことを してい

ます。また、このプロジェクトは JSPS（日本学術

）の ポート ったからこ なので、 れも

お を いたいと います。 

 
 The last thing is that every year around this time we 

look forward to conducting this symposium, largely because 

since we started doing this symposium six years ago, some 

of  you have been coming every year since we started.  It 

has been a very valuable experience for us in terms of  

sharing what we have been learning, what we are finding, 

and what we believe may be useful as research findings for 

people such as yourselves that are actively involved in 

teaching.  Therefore, I would like to extend my 

appreciation to you for the support of  our work as well as 

your participation today in this symposium.  I hope that 

you will continue supporting our work in this area.  I 
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would like to ask for applause to express gratitude to you. 

 最 に、 6 年 に まったこのシンポジウムを

年 けてこられたのは、シンポジウムを開くと

新されて、またこ い ことをやって よ

とい た の ーシ ンにつな っているか

らです。 れ シンポジウムを けている本 に大

な になっています。 さ いらっし って、

メントを くこと た の ー、 力

になっているので、 さ には本 に ポートして

いただいていると っています。 年も たい

と いますので、 またお しください。 さ 、

も と ご いました。 
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